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「第1E］国境を越える犯罪に関するASEAN＋3閣僚会議」（16年l月、タイ王国）

は
じ
め
に

平
成
一
五
年
は
、
テ
ロ
の
根
絶
に
向
け
た
国
際
的
協
調
が
進
み
、
各
国
で
ア
ル
・
カ
ー

イ
ダ
の
メ
ン
バ
ー
が
拘
束
さ
れ
る
な
ど
、
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
も
の
の
、
世
界

各
地
で
大
規
模
・
無
差
別
テ
ロ
が
発
生
し
、
国
際
テ
ロ
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
ま

ま
推
移
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
北
朝
鮮
は
、
核
開
発
問
題
に
よ
り
、
国
際
社
会
に

お
い
て
一
層
孤
立
を
深
め
、
我
が
国
に
対
し
て
、
「
過
去
の
清
算
」
を
強
く
主
張
す
る
一
方
、

ら

日
本
人
位
致
問
題
に
つ
い
て
は
解
決
に
向
け
た
進
展
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
内
で
は
、
政
治
資
金
や
秘
書
給
与
等
を
め
ぐ
り
、
国
会
議
員
の
逮
捕
、
大
臣
の
辞

任
等
の
事
態
が
生
じ
た
ほ
か
、
有
事
関
連
三
法
や
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
を
可
能
と

す
る
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支
援
特
別
措
置
法
が
、
与
野
党
間
の
激
し
い
折
衝
等
を
経
て
成

立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
、
政
権
選
択
選
挙
と
い
わ
れ
た

一
一
月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
民
主
党
の
躍
進
等
、
二
大
政
党
制
へ
の
足
掛
か

り
と
も
な
っ
た
な
ど
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
経
済
情
勢
で
は
、
株
価
が
回
復
傾
向
を
示

す
と
と
も
に
、
倒
産
件
数
が
減
少
し
、
失
業
率
も
改
善
の
方
向
に
向
か
う
な
ど
、
緩
や

か
な
回
復
傾
向
を
示
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
警
察
は
各
国
治
安
機
関
や
国
内
関
係
機
関
と
緊
密
に
情
報
を
交
換
す

る
と
と
も
に
、
全
国
警
察
を
挙
げ
て
情
報
収
集
や
捜
査
活
動
を
実
施
し
た
ほ
か
、
重
要

施
設
等
の
警
戒
警
備
を
強
化
し
て
国
際
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

掲
載
内
容
は
平
成
一
五
年
一
二
月
末
現
在
の
も
の
で
す
。

（
特
に
記
載
の
場
合
を
除
く
。
）



国
際
テ
ロ
情
勢
と
警
察
の
対
応

1
国
際
テ
ロ
情
勢

一
我
が
国
へ
の
国
際
テ
ロ
の
脅
威

平
成
一
三
年
一
〇
月
の
米
国
等
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
お
け
る
軍
事
行
動
や
一
五
年
三
月
の
米
国

等
に
よ
る
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
を
明
確
に
支

持
し
た
我
が
国
は
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
を
始
め
と
す

る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
か
ら
い
わ
ゆ
る
米
国
の
同
盟
国

と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
一
〇
月
に
中
東
の
衛
星
テ
レ

ビ
に
よ
り
放
送
さ
れ
た
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
の

肉
声
と
さ
れ
る
声
明
の
中
で
も
、
我
が
国
が
テ
ロ
の

標
的
と
し
て
名
指
し
さ
れ
ま
し
た
。

加
え
て
、
最
近
は
、
我
が
国
に
地
理
的
に
も
近
接

トルコ・イスタンブールにおける爆弾テロ事件
（11月）（ロイター＝サン）

し
た
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
ジ
エ

マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
を
始
め
と

す
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る

テ
ロ
事
件
が
頻
発
し
て
い
る
こ

と
も
懸
念
材
料
で
す
。
ま
た
、

日
本
人
あ
る
い
は
日
本
権
益
が

直
接
テ
ロ
の
標
的
と
な
っ
て
い

な
い
場
合
で
も
、
最
近
の
テ
ロ

の
傾
向
が
大
規
模
無
差
別
型
と

な
っ
て
お
り
、
海
外
に
い
る
日

本
人
が
こ
れ
ら
テ
ロ
の
巻
き
添

え
被
害
に
遭
う
可
能
性
は
、
今

後
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
下
、
我
が

国
は
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る

2

インドネシア・ジャカルタにおける爆弾テロ事件（8月）（ロイター＝サン）

テ
ロ
の
根
絶
を
目
指
す
国
際
社
会
と
共
同
歩
調
を

と
っ
て
お
り
、
ま
た
、
我
が
国
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
過

激
派
が
テ
ロ
の
対
象
と
し
て
き
た
米
国
関
連
施
設
が

多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
我
が
国
が
テ

ロ
の
標
的
と
さ
れ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。



二
　
日
本
赤
軍
及
び
　
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
等
の
動
向

〓
）
　
日
本
赤
軍

一
三
年
四
月
、
重
信
房
子
は
、
獄
中
か
ら
日
本
赤

軍
の
解
散
を
宣
言
し
、
日
本
赤
軍
も
同
年
の
　
「
五
・
三

〇
声
明
」
　
（
昭
和
四
七
年
五
月
三
〇
日
の
　
「
テ
ル
ア

ビ
ブ
・
ロ
ッ
ド
空
港
事
件
」
　
を
記
念
し
、
日
本
赤
軍

が
毎
年
五
月
三
〇
日
前
後
に
発
出
し
て
い
る
声
明
）

で
組
織
と
し
て
こ
れ
を
追
認
し
ま
し
た
。

日本が国際手配中のテロリスト

平
成
一
三
年
一
二
月
、
日
本
赤
軍
メ
ン
バ
ー
は
、

新
組
織
「
連
帯
」
を
立
ち
上
げ
、
日
本
赤
軍
と
同
様

の
主
張
を
展
開
、
事
実
上
、
日
本
赤
軍
の
継
承
組
織

と
し
て
活
動
を
開
始
し
、
一
五
年
も
一
四
年
と
同
様

「
五
・
三
〇
声
明
」
　
を
　
「
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
　
「
連
帯
」
」

の
名
で
発
出
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
日
本
赤
軍
は
、
組
織
再
編
と
新
た
な
活
動

拠
点
の
構
築
を
模
索
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
危
険
性
に
変
化
は
な
く
、
今
後
も
、
か
つ

て
協
力
関
係
に
あ
っ
た
海
外
テ
ロ
リ
ス
ト
と
連
携
し

て
、
獄
中
メ
ン
バ
ー
の
奪
還
等
を
目
的
と
し
た
テ
ロ

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

（
二
）
　
「
よ
ど
号
」
　
グ
ル
ー
プ

「
よ
ど
号
」
　
グ
ル
ー
プ
は
、
北
朝
鮮
国
内
に
お
い

て
、
当
局
と
の
密
接
な
関
係
を
基
盤
に
、
貿
易
会
社

等
の
運
営
を
中
心
と
し
た
経
済
活
動
を
営
ん
で
い
る

も
の
と
み
ら
れ
る
一
方
、
グ
ル
ー
プ
全
員
の
帰
国
を

重
点
目
標
と
し
て
、
機
関
紙
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
通
じ
、
盛
ん
に
自
己
の
主
張
を
訴
え
て
い
ま
す
。

「
よ
ど
号
」
　
犯
人
の
妻
等
に
つ
い
て
は
、
警
察

は
、
一
四
年
ま
で
に
帰
国
し
逮
捕
し
た
二
人
に
続
い

て
、
一
五
年
四
月
、
「
よ
ど
号
」
　
犯
人
の
実
妹
を
帰

国
と
同
時
に
逮
捕
し
ま
し
た
。
ま
た
、
警
察
は
、
五

月
、
有
印
私
文
書
偽
造
・
同
行
使
容
疑
で
魚
本
（
旧

姓
安
部
）
　
公
博
の
妻
、
魚
本
民
子
の
逮
捕
状
を
取
得

し
、
国
際
手
配
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
子
女
に
つ

国際手配中のハイジャック犯人

昭和45年3月31日
日航機「よど号」を
乗っ取り、北朝鮮
に渡った国外逃亡
犯人です。

［二重亟亟］
日本が国際手配中のテロリスト

い
て
は
、
一
六
年
一
月
末
ま
で
に
一
四
人
が
帰
国
し

て
い
ま
す
。

「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
は
、
朝
鮮
労
働
党
の
指
導
の

下
、
金
日
成
主
義
に
よ
る
日
本
革
命
を
目
指
し
、
日

ら

本
人
位
敦
に
関
与
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
ほ
か
、
過

去
に
も
メ
ン
バ
ー
が
他
人
に
な
り
す
ま
し
て
潜
入
帰

国
中
に
逮
捕
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
我
が
国
の
国
益

を
害
す
る
行
為
を
行
う
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
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2
警
察
の
対
応

一
情
報
収
集
と
捜
査
の
徹
底
等

近
年
の
国
際
テ
ロ
は
、
大
規
模
化
、
無
差
別
化
の

傾
向
が
著
し
く
、
発
生
を
許
せ
ば
多
く
の
犠
牲
を
生

て
い

む
こ
と
か
ら
、
テ
ロ
対
策
の
要
諦
は
、
そ
の
未
然
防

止
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
情
報
収
集
及
び
捜
査

の
徹
底
等
、
と
り
わ
け
広
範
な
情
報
収
集
と
的
確
な

分
析
が
不
可
欠
で
す
。
テ
ロ
の
実
行
に
向
け
た
準
備

は
秘
密
裏
に
行
わ
れ
る
た
め
、
テ
ロ
に
関
す
る
情
報

の
ほ
と
ん
ど
は
断
片
的
で
あ
り
、
個
々
の
情
報
の
み

で
は
そ
の
真
偽
や
情
報
と
し
て
の
価
値
を
判
断
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
く
、
情
報
の
蓄
積
と
総
合

的
な
分
析
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

警
察
は
、
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件

後
、
都
道
府
県
警
察
レ
ベ
ル
で
の
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
に

よ
り
、
テ
ロ
関
連
情
報
の
収
集
の
強
化
や
積
極
的
な

事
件
化
を
図
る
と
と
も
に
、
警
察
庁
で
は
情
報
の
集

約
、
総
合
的
な
分
析
を
行
い
、
分
析
結
果
を
具
体
的

な
捜
査
活
動
、
警
戒
警
備
活
動
に
結
び
付
け
、
テ
ロ

の
未
然
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

各
国
治
安
機
関
と
の
情
報
交
換
の
内
容
を
深
め
、
頻

度
を
高
め
る
な
ど
、
連
携
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
警
察
は
、
我
が
国
へ
の
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の

潜
入
防
止
を
図
る
た
め
、
入
国
管
理
局
、
海
上
保
安

庁
等
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
緊
密
化
し
、
水
際

対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

二
　
重
要
施
設
の
警
戒
等

テ
ロ
防
止
対
策
と
し
て
、
重
要
施
設
の
警
戒
警
備

を
的
確
に
実
施
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。
警

察
で
は
、
組
織
の
総
合
力
を
発
揮
し
て
関
連
情
報
の

収
集
・
分
析
を
行
い
、
情
勢
に
応
じ
た
警
備
計
画
を

立
案
し
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
警
戒
警
備
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

一
五
年
三
月
、
米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
に
対
す
る

武
力
行
使
の
開
始
に
伴
い
、
総
理
大
臣
官
邸
等
我
が

警視庁総理大臣官邸警備隊の警備状況

国
重
要
施
設
、
在
日
米
軍
施
設
を
含
む
米
国
及
び
そ

の
支
援
国
関
連
施
設
等
に
対
す
る
警
戒
警
備
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

三
　
生
物
化
学
テ
ロ
対
策

警
察
で
は
、
生
物
化
学
テ
ロ
の
未
然
防
止
を
図
る

た
め
、
関
連
物
質
の
不
自
然
な
取
引
等
に
関
す
る
情

報
収
集
、
生
物
・
化
学
兵
器
に
転
用
可
能
な
物
質
を

管
理
す
る
事
業
者
に
対
す
る
盗
難
防
止
対
策
等
の
指

導
、
保
健
・
医
療
機
関
等
と
の
緊
密
な
連
携
等
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
万
二
　
生
物
化
学
テ
ロ
が
発
生
し
た
場
合

4

NBCテロ対応専門部隊の活動状況（神奈川）



に
迅
速
・
的
確
な
現
場
対
処
を
図
る
た
め
、
八
都
道

府
県
警
察
（
警
視
庁
、
大
阪
、
北
海
道
、
宮
城
、
神

奈
川
、
愛
知
、
広
島
、
福
岡
）
　
に
、
N
B
C
テ
ロ
対

応
専
門
部
隊
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
機
動

隊
等
に
も
生
化
学
防
護
服
、
生
物
剤
簡
易
検
知
器
等

を
配
備
す
る
な
ど
、
体
制
の
強
化
や
装
備
資
機
材
の

充
実
強
化
を
図
り
、
生
物
化
学
テ
ロ
発
生
時
に
お
け

る
現
場
対
処
能
力
の
更
な
る
向
上
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

四
　
特
殊
部
隊
等
の
充
実
強
化

警
察
で
は
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
、
重
要
施
設
占
拠
事

案
等
の
重
大
テ
ロ
事
件
、
組
織
的
な
犯
行
や
強
力
な

武
器
が
使
用
さ
れ
る
事
件
等
の
事
案
に
出
動
鎮
圧
す

る
た
め
の
特
殊
部
隊
（
S
A
T
）
　
を
七
都
道
府
県
警

察
（
警
視
庁
、
大
阪
、
北
海
道
、
千
葉
、
神
奈
川
、

愛
知
、
福
岡
）
　
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
S
A
T
に
は
、

せ
ん

ラ
イ
フ
ル
銃
、
自
動
小
銃
等
の
特
殊
銃
、
特
殊
閃
光

弾
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
が
配
備
さ
れ
て
お
り
、
実
戦

的
訓
練
を
重
ね
、
部
隊
活
動
能
力
の
充
実
強
化
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
機
動
隊
に
銃
器
対
策
部

隊
を
編
成
し
、
重
要
施
設
の
警
戒
警
備
、
銃
器
等
を

使
用
し
た
事
案
へ
の
対
処
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
銃

器
対
策
部
隊
に
は
、
ラ
イ
フ
ル
銃
、
機
関
け
ん
銃
、

た
て

防
弾
衣
、
防
弾
楯
及
び
耐
弾
仕
様
の
装
甲
警
備
車
等

が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

特殊部隊（SAT）の訓練

五
　
国
際
テ
ロ
緊
急
展
開
チ
ー
ム
の
派
遣

警
察
庁
で
は
、
国
際
テ
ロ
事
件
発
生
時
、
現
地
に

派
遣
し
、
各
国
治
安
機
関
と
の
連
携
、
情
報
収
集
及

び
各
国
捜
査
機
関
へ
の
捜
査
支
援
に
当
た
る
国
際
テ

ロ
緊
急
展
開
チ
ー
ム
　
（
T
R
T
）
　
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
一
六
年
度
に
は
、
T
R
T
を
発
展
的
に
改
編
し

て
体
制
を
充
実
・
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

六
　
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策

警
察
で
は
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
事
案
の
未
然
防
止
、

事
案
発
生
時
の
被
害
拡
大
防
止
及
び
事
件
検
挙
を

目
的
に
、
サ
イ
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
が
二
四
時
間
体
制
で

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
予
兆
の
把
握
、
事
案
の
早
期
認
知

に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
警
察
庁
に
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対

策
推
進
室
を
、
ま
た
、
全
国
の
都
道
府
県
警
察
に
サ

イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
、
サ
イ

バ
ー
テ
ロ
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
重
要

イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
の
基
幹
と
な
る
シ
ス
テ
ム
が
サ

イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
た
場
合
、
国
民
生
活
や
社
会
経

済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
警
察
と
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
と
の
連

携
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
重
要
イ
ン
フ
ラ

事
業
者
等
を
個
別
に
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、
セ
キ
ユ

5
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リ
テ
ィ
水
準
向
上
の
た
め
の
自
主
的
取
組
み
、
事
案

発
生
時
等
に
お
け
る
警
察
へ
の
迅
速
な
通
報
、
捜
査

へ
の
協
力
等
に
つ
い
て
要
請
す
る
な
ど
、
連
携
の
強

化
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
高
度
化
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
手
法
に

対
応
す
る
た
め
、
装
備
資
機
材
の
高
度
化
、
各
国
治

安
機
関
等
と
の
連
携
強
化
、
情
報
収
集
体
制
の
強
化
、

情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
攻
撃

手
法
の
収
集
・
分
析
能
力
の
強
化
、
要
員
の
能
力
向

上
の
た
め
の
教
育
訓
練
等
を
行
い
、
緊
急
対
処
体
制

及
び
捜
査
活
動
の
た
め
の
体
制
の
充
実
・
強
化
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

七
　
国
際
協
力
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み

国
際
テ
ロ
対
策
は
、
国
際
社
会
が
直
面
す
る
重
要

か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
世
界
各
国
の
連
携
、
協

力
が
必
要
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
G
8
や
国
連
等

の
場
に
お
い
て
、
政
府
首
脳
間
、
治
安
担
当
大
臣
間
、

警
察
機
関
相
互
間
等
で
諸
対
策
の
活
発
な
討
議
が
な

さ
れ
、
警
察
庁
も
、
こ
れ
ら
の
国
際
会
議
に
積
極
的

に
出
席
し
て
お
り
、
一
五
年
五
月
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ

リ
で
開
催
さ
れ
た
G
8
司
法
・
内
務
閣
僚
会
合
に
は
、

警
察
庁
次
長
等
が
出
席
し
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ

る
テ
ロ
の
脅
威
、
法
執
行
機
関
の
連
携
強
化
、
バ
イ

オ
メ
ト
リ
ク
ス
技
術
の
利
用
等
に
つ
い
て
議
論
し
ま

し
た
。

六
月
に
フ
ラ
ン
ス
・
エ
ビ
ア
ン
で
開
催
さ
れ
た
主

要
国
首
脳
会
議
で
も
、
テ
ロ
対
策
が
重
要
な
議
題
と

な
り
、
テ
ロ
対
処
能
力
向
上
の
た
め
の
支
援
に
関
す

る
G
8
行
動
計
画
（
テ
ロ
と
闘
う
た
め
の
国
際
的
な

政
治
的
意
思
及
び
能
力
の
向
上
を
内
容
と
す
る
も

の
）
　
を
採
択
し
ま
し
た
。

我
が
国
は
、
国
連
安
保
理
決
議
第
一
三
七
三
号
で

求
め
ら
れ
て
い
る
テ
ロ
リ
ス
ト
等
の
資
産
凍
結
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
機
動
的
な
資

産
凍
結
の
実
施
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
　
「
テ
ロ
リ
ス

ト
等
に
対
す
る
資
産
凍
結
等
に
係
る
関
係
省
庁
連

絡
会
議
」
　
に
警
察
庁
も
参
画
し
て
お
り
、
我
が
国
で

は
、
四
二
三
の
テ
ロ
関
連
個
人
・
団
体
を
資
産
凍
結

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
テ
ロ
事
件
の
捜
査
技
術
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
積
極
的
に
行
う
た
め
、
七
年
度
以

降
、
国
際
協
力
事
業
団
　
（
現
・
国
際
協
力
機
構
‥
1

I
C
A
）
　
と
の
共
催
に
よ
り
、
開
発
途
上
国
の
テ
ロ

対
策
実
務
担
当
者
を
招
へ
い
し
、
「
国
際
テ
ロ
事
件
捜

査
セ
ミ
ナ
ー
」
　
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

八
　
関
係
省
庁
と
の
連
携
強
化

警
察
で
は
、
重
大
テ
ロ
等
対
策
に
関
し
、
平
素
か

ら
関
係
省
庁
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
お
り
、
特
に
、

防
衛
庁
・
自
衛
隊
と
は
、
重
大
テ
ロ
等
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
装
備
資
機
材
の
貸
与
、

警
察
部
隊
の
輸
送
支
援
等
を
要
請
す
る
な
ど
、
十
分

な
連
携
の
下
で
事
態
に
対
処
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
四
年
一
一
月
か
ら
、
関
係
道
府
県
警

察
と
こ
れ
に
対
応
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
師
団
等
と
の

間
で
治
安
出
動
に
際
し
て
の
連
携
等
に
関
す
る
共
同

図
上
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
防
衛
庁
・

自
衛
隊
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
上
保
安
庁
と
は
、
米
国
に
お
け
る
同
時
多

発
テ
ロ
事
件
以
降
、
緊
密
に
連
携
し
て
原
子
力
発
電

所
に
対
す
る
警
戒
警
備
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
一
五

年
六
月
か
ら
は
、
関
係
県
警
察
と
こ
れ
に
対
応
す
る

管
区
海
上
保
安
本
部
等
と
の
間
で
、
原
子
力
発
電
所

の
警
備
に
係
る
共
同
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
引
き

続
き
、
海
上
保
安
庁
と
の
更
な
る
連
携
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

6
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北
朝
鮮
に
よ
る
対
日
有
害
活
動

1
北
朝
鮮
に
よ
る

テ
ロ
等
の
脅
威

ら

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案

〓
）
　
概
要

平
成
一
四
年
九
月
一
七
日
に
平
壌
で
行
わ
れ
た
日

朝
首
脳
会
談
で
、
金
正
日
総
書
記
は
、
こ
れ
ま
で
一

貫
し
て
否
定
し
続
け
て
き
た
日
本
人
位
致
容
疑
事
案

に
つ
い
て
、
「
（
日
本
人
位
敦
は
、
）
　
特
殊
機
関
の
一

部
の
盲
動
主
義
者
ら
が
、
英
雄
主
義
に
走
っ
て
か
か

る
行
為
を
行
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
」
　
と
の
認
識

を
示
し
た
上
で
こ
れ
を
謝
罪
し
、
北
朝
鮮
か
ら
生
存

と
伝
え
ら
れ
た
五
人
の
泣
致
被
害
者
が
帰
国
し
て
、

二
四
年
ぶ
り
に
家
族
と
の
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。

警
察
で
は
、
現
時
点
、
北
朝
鮮
に
よ
る
泣
致
容
疑
事

案
は
、
一
〇
件
一
五
人
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
泣

致
容
疑
事
案
に
つ
い
て
、
発
生
時
期
か
ら
み
て
み
る

と
、
昭
和
五
二
年
が
二
件
、
五
三
年
が
五
件
、
五
五

年
が
二
件
、
五
八
年
が
一
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
二
）
　
拉
致
の
目
的

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
位
致
容
疑
事
案
に
つ
い

て
、
そ
の
目
的
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
金
正
日
総
書
記
は
、
日
朝
首
脳
会
談
の
席

上
、
日
本
人
位
敦
の
目
的
に
つ
い
て
　
「
一
つ
目
は
特

殊
機
関
で
日
本
語
の
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
二
つ
目
は
他
人
の
身
分
を
利
用
し
て
南
　
（
韓
国
）

に
入
る
た
め
で
あ
る
」
　
と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
よ
ど
号
」
犯
人
の
元
妻
は
、
金
日
成
主

席
か
ら
　
「
革
命
の
た
め
に
は
、
日
本
で
指
導
的
な
役

割
を
果
た
す
党
を
創
建
せ
よ
。
党
の
創
建
に
は
、
革

命
の
中
核
と
な
る
日
本
人
を
発
掘
、
獲
得
、
育
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
と
の
教
示
を
受
け
た
田
宮
高

麿
か
ら
日
本
人
獲
得
を
指
示
さ
れ
た
旨
証
言
し
て
お

り
、
日
本
人
位
敦
の
背
景
に
は
、
金
日
成
主
義
に
基

づ
く
日
本
革
命
を
行
う
た
め
の
人
材
獲
得
と
い
う
目

的
も
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
三
）
　
日
朝
平
壌
宣
言
以
後
の
日
朝
の
動
向

ア
　
日
朝
間
の
主
張
に
大
き
な
隔
た
り

日
朝
平
壌
宣
言
に
基
づ
き
、
平
成
一
四
年
一
〇
月

二
九
日
、
三
〇
日
の
両
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
で
、
約
二
年
ぶ
り
に
日
朝
国
交
正
常
化

交
渉
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
人
位
致
問
題
や

核
開
発
問
題
等
で
進
展
は
み
ら
れ
ず
、
日
朝
関
係
は

北朝鮮による日本人拉致容疑事案（10件15人）

発生時期 被　 害　 者 発生現場 事案 （事件）名

1 昭和52年 9 月 男性 1 人 　　 丿三．げし
石川県鳳至郡

つしっ宇出津事件

2 昭和52年 11月 横 田　め ぐみさん 新潟県新潟市 少女拉致容疑事案

3 昭和53年 6 月頃 田口 八重子さん 不 明 リ・ウネ李恩恵拉致容疑事案

4 昭和53年 7 月
地村 保志 さん

地村 冨賣惠さん （旧姓 ：潰本）
福井県小浜市 アベ ック拉致容疑事案

5 昭和53年 7 月
蓮池 薫さん

蓮池 祐木子さん （旧姓 ：奥土）
新潟県柏崎市 アベ ック拉致容疑事案

6 昭和53年 8 月 市川 修一さん　 増元るみ子さん 　　　 ひおき鹿児島県 日置郡 アベ ック拉致容疑事案

7 昭和53年 8 月 曽我ひとみさん　 曽我ミヨシさん 新潟県佐渡郡 母娘拉致容疑事案

8 昭和55年 5 月頃 　 とおる
石 岡 亨さん　 松木 薫さん 欧州 欧州における日本人男性拉致容疑事案

9 昭和55年 6 月 ただ　あき 宮崎県宮崎市 シン・グァンス原 敕晃さん 辛光沫事件

10 昭和58年 7 月頃 有本 恵子 さん 欧州 欧州における日本人女性拉致容疑事案

，
」
ネ
ノ膠

着
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

泣
致
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
五
人
の
被
害
者

の
家
族
の
速
や
か
な
帰
国
を
国
交
正
常
化
交
渉
再
開

ま
で
に
実
現
す
る
こ
と
を
最
優
先
課
題
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
、
北
朝
鮮
側
か
ら
あ
り
得
べ
き
代
償
要
求

7



に
は
一
切
応
じ
な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
、
ま

た
、
安
否
未
確
認
の
一
〇
人
を
含
む
泣
致
被
害
者
に

関
す
る
情
報
提
供
の
要
求
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
求

め
て
い
く
こ
と
と
い
う
の
が
、
日
本
政
府
の
基
本
的

立
場
で
す
。

し
か
し
、
北
朝
鮮
側
は
　
「
（
泣
致
問
題
は
、
）
　
日
本

ら
つ

の
悪
辣
な
対
朝
鮮
敵
視
政
策
に
よ
っ
て
朝
鮮
人
民
の

反
日
感
情
が
極
度
に
高
ま
っ
た
こ
と
を
背
景
に
し
て

発
生
し
た
非
正
常
で
個
別
的
な
現
象
で
あ
り
、
日
本拉致被害者が出席して開催された「国民大集会」（5月、東京）（共同）

の
高
位
当
局
者
の
平
壌
訪
問
を
契
機
に
し
て
事
実

上
、
す
べ
て
解
決
し
た
問
題
」
、
「
一
時
帰
国
し
た
五

人
を
返
す
約
束
を
被
っ
た
の
は
日
本
側
で
あ
り
、
ま

ず
、
日
本
側
は
五
人
を
送
り
返
す
べ
き
」
　
と
主
張
す

る
な
ど
、
両
者
の
主
張
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り

ま
す
。

イ
　
国
際
舞
台
で
の
日
本
の
外
交
攻
勢

一
五
年
は
、
小
泉
首
相
が
五
月
二
二
～
二
三
日
の

日
程
で
訪
米
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
と
会
談
し
、

同
大
統
領
か
ら
、
「
泣
敦
は
忌
む
べ
き
行
為
。
泣
致

さ
れ
た
日
本
国
民
の
行
方
が
一
人
残
ら
ず
分
か
る
ま

で
日
本
を
完
全
に
支
持
す
る
。
北
朝
鮮
の
泣
敦
に
対

し
て
強
く
抗
議
し
た
い
」
　
と
、
日
本
側
の
立
場
に
全

面
的
な
支
持
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
一
～
三
日
に
開
催
さ
れ
た
エ
ビ
ア

ン
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
議
長
総
括
の
中
で
、
北
朝
鮮

問
題
に
関
連
し
て
、
「
我
々
は
、
北
朝
鮮
の
核
問
題

及
び
泣
敦
等
未
解
決
の
人
道
的
問
題
を
含
む
そ
の
他

の
問
題
に
対
す
る
包
括
的
な
解
決
を
平
和
的
な
手
段

に
よ
っ
て
追
求
す
る
様
々
な
関
係
者
の
努
力
を
支
持

＞
つ
た

す
る
」
　
こ
と
が
謳
わ
れ
ま
し
た
。

八
月
二
七
～
二
九
日
、
中
国
の
北
京
に
お
い
て
六

か
国
協
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
席
上
、
日

本
は
、
泣
致
問
題
の
解
決
が
不
可
欠
と
し
、
協
議
の

合
間
に
持
た
れ
た
北
朝
鮮
と
の
二
国
間
協
議
に
お
い

て
も
、
日
本
側
は
、
泣
致
被
害
者
家
族
の
帰
国
と
真

相
究
明
を
強
く
求
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
北
朝
鮮

側
か
ら
、
「
朝
日
間
に
は
、
朝
日
平
壌
宣
言
と
い
う

し
っ
か
り
し
た
基
礎
が
あ
る
。
泣
致
問
題
を
含
め
た

朝
日
間
の
問
題
は
、
朝
日
平
壌
宣
言
に
の
っ
と
つ
て

一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
き
た
い
」
　
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
川
口
外
相
は
、
九
月
二
三
日
　
（
現
地
時

間
）
、
国
連
総
会
で
一
般
討
論
演
説
を
行
い
、
日
本

の
代
表
と
し
て
初
め
て
北
朝
鮮
に
よ
る
泣
致
容
疑
事

案
を
取
り
上
げ
、
解
決
に
向
け
て
強
い
意
欲
を
み
せ

る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
の
理
解
と
協
力
を
求
め
ま

し
た
。一

方
、
こ
れ
に
対
し
て
、
北
朝
鮮
代
表
団
は
、
泣

致
問
題
に
つ
い
て
、
「
過
去
一
世
紀
に
わ
た
る
日
本
の

対
朝
鮮
敵
視
政
策
の
結
果
だ
」
　
と
し
た
上
で
、
川
口

外
相
の
演
説
を
　
「
完
全
に
拒
絶
す
る
」
　
と
非
難
し
ま

し
た
。ま

た
、
北
朝
鮮
代
表
団
は
、
一
般
討
論
演
説
の
翌
日

に
答
弁
権
を
行
使
し
、
「
四
〇
年
間
の
日
本
占
領
下
で

八
四
〇
万
人
の
朝
鮮
人
が
犠
牲
と
な
り
、
二
〇
万
人

の
朝
鮮
人
女
性
が
慰
安
婦
と
し
て
働
か
さ
れ
た
」
　
と

指
摘
、
「
日
本
の
大
虐
殺
は
数
人
の
泣
致
被
害
者
と
は

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
」
　
と
激
し
く
反
論
し
て
、
「
朝

日
平
壌
宣
言
で
泣
致
問
題
は
基
本
的
に
解
決
さ
れ
て

い
る
」
、
「
も
し
日
本
が
真
に
こ
の
問
題
を
解
決
す
る

つ
も
り
な
ら
、
過
去
の
犯
罪
を
完
全
に
清
算
す
る
こ
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と
が
先
決
で
あ
る
」
　
と
従
来
の
主
張
に
固
執
し
ま
し

た
。

（
四
）
　
日
本
人
拉
致
に
対
す
る
　
「
よ
ど
号
」
　
グ
ル
ー

プ
の
反
応

「
よ
ど
号
」
　
グ
ル
ー
プ
が
、
欧
州
で
消
息
を
絶
っ

た
日
本
人
女
性
の
泣
敦
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
・
小
西
隆
裕

は
、
一
五
年
一
月
一
日
付
け
の
機
関
紙
の
中
で
、
「
共

和
国
が
そ
の
泣
敦
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
よ
う

に
、
私
た
ち
は
泣
敦
を
や
っ
て
い
な
い
」
　
と
改
め
て

表
明
し
、
「
私
た
ち
を
北
朝
鮮
の
テ
ロ
工
作
員
だ
と

し
、
そ
れ
を
口
実
に
朝
鮮
を
攻
撃
し
て
き
た
ア
メ
リ

カ
の
策
動
を
破
綻
さ
せ
、
日
朝
関
係
の
よ
り
よ
い
条

件
を
つ
く
る
た
め
に
も
泣
致
容
疑
の
不
当
逮
捕
状
の

撤
回
を
勝
ち
取
る
」
な
ど
と
、
依
然
と
し
て
泣
致
容

疑
事
案
へ
の
関
与
を
全
面
的
に
否
認
し
て
い
ま
す
。

（
五
）
　
拉
致
容
疑
事
案
の
捜
査
状
況

日
本
人
位
致
容
疑
事
案
に
つ
い
て
は
、
被
疑
者
三

人
の
逮
捕
状
の
発
付
を
得
て
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
身

柄
の
引
渡
し
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
国
際
手
配
の

手
続
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
、
北

朝
鮮
か
ら
伝
え
ら
れ
た
泣
致
被
害
者
の
安
否
を
含
む

各
種
事
実
関
係
の
説
明
に
は
、
不
十
分
な
点
や
疑
わ

し
い
点
が
あ
り
、
事
実
関
係
を
慎
重
に
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
内
閣
官
房
や
外
務
省
等
と
連

携
し
て
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
更
に
詳
細
な
説
明
を
求

国際手配被疑者一覧（日本人拉致容疑事案関係）

事 件 （事 案 ）名 辛 光 沫 事 件
欧 州 に お け る 日 本 人 女

性 拉 致 容 疑 事 案
宇 出 津 事 件

シン　　 ・　グアン　　　ス 魚 本 （旧 姓 安 部 ）公 博 キム　　　　　　 セ　　　　 ホ
辛　　 光　 沫 会　　 せ　 鎬

■▼

∴㌧一■－ 丶、、、　‾、＼

、、ゝ
＼＼

ヂ＿＿し，し一一欄、．

も、 ・／

一■■■』■■■．L

■－■

。，」 事 r

′

＿亅－ 」

適

岬鴫 屬鴫．
■ ィ癪h 繝■一 一繝
′ I

薫．＿　　 こ■、㌧ノー㍉ ．牒等号
メ■■■■

．鞭 ＿二ヨ■■嵋：‾

リ
靉磑
組

．r

L ・《　 て、iJ∴‾ム ′．∴・ツ　ー莖法翆讐」／ ′∴・ヽ

め
て
い
ま
す
。
な
お
、
一
〇
件
一
五
人
以
外
に
も
、

北
朝
鮮
に
よ
る
泣
敦
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
事

案
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
去
の
行
方
不
明
事
案
の
洗

い
直
し
等
、
所
要
の
捜
査
や
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
な
情
報
の
収
集
等
に
努
め
て
い
ま
す
。

二
　
北
朝
鮮
工
作
船
の
活
動

一
一
年
に
発
生
し
た
能
登
半
島
沖
不
審
船
事
案
以

来
、
北
朝
鮮
工
作
船
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
工
作
活
動

の
脅
威
を
目
に
見
え
る
形
で
我
が
国
に
強
く
印
象
付

け
ま
し
た
。

特
に
、
一
三
年
一
二
月
の
九
州
南
西
海
域
工
作
船

事
件
で
は
、
北
朝
鮮
工
作
船
の
垂
武
装
化
の
実
態
が

明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
我
が
国
周
辺
海
域
に
お

け
る
工
作
船
活
動
が
、
我
が
国
の
安
全
に
甚
大
な
る

脅
威
を
与
え
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ

せ
ま
し
た
。

〓
）
　
九
州
南
西
海
域
工
作
船
事
件

一
三
年
一
二
月
、
九
州
南
西
海
域
に
お
い
て
発
生

し
た
工
作
船
事
件
で
は
、
一
四
年
九
月
に
引
き
揚
げ

ら
れ
た
船
体
か
ら
、
北
朝
鮮
工
作
員
が
潜
入
・
脱
出

に
使
用
す
る
た
め
の
道
具
や
極
め
て
殺
傷
力
、
破
壊

力
の
強
い
武
器
が
多
数
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

海
上
保
安
庁
で
は
、
当
該
船
舶
を
北
朝
鮮
工
作
船

と
特
定
す
る
と
と
も
に
、
一
五
年
三
月
、
乗
組
員
一

〇
人
を
殺
人
未
遂
等
の
容
疑
で
検
察
庁
に
送
致
し
ま

し
た
。
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（
二
）
　
不
審
船
対
策

こ
れ
ま
で
検
挙
し
た
事
例
や
そ
の
他
の
情
報
を
総

合
的
に
判
断
し
て
、
北
朝
鮮
工
作
船
は
、
工
作
員
等

の
潜
入
・
脱
出
を
行
っ
た
り
、
泣
敦
等
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
我
が
国
周
辺
海
域
に
お
い
て
違
法

活
動
を
敢
行
す
る
こ
と
が
十
分
予
想
さ
れ
ま
す
。

警察と海上保安庁による不審船対応訓練（山口新聞社提供）

不
審
船
対
策
に
関
し
て
は
、
現
在
、
政
府
に
お
い

て
、
過
去
の
不
審
船
事
案
を
踏
ま
え
、
海
上
保
安
庁

と
自
衛
隊
の
共
同
対
処
、
運
用
態
勢
・
装
備
の
充
実
、

必
要
な
法
的
措
置
等
各
般
の
対
策
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
警
察
と
し
て
も
、
北
朝
鮮
工
作
員
に

よ
る
不
法
出
入
国
事
案
等
の
防
止
及
び
発
見
検
挙
の

た
め
、
引
き
続
き
、
海
上
保
安
庁
等
関
係
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
沿
岸
警
備
の
徹
底
等
各
種
対
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

三
　
北
朝
鮮
に
よ
る
過
去
の
主
な
テ
ロ
事
件

〓
）
　
北
朝
鮮
に
よ
る
我
が
国
に
対
す
る
テ
ロ
の
危

険
性

北
朝
鮮
は
、
朝
鮮
戦
争
以
降
、
南
北
軍
事
境
界
線

い
し

を
挟
ん
で
韓
国
と
軍
事
的
対
時
関
係
に
あ
り
、
韓
国

に
対
す
る
工
作
活
動
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
、

北
朝
鮮
工
作
員
等
に
よ
る
テ
ロ
事
件
を
世
界
各
地
で

引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
も
な
お
、
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
を

保
護
し
、
米
国
国
務
省
も
継
続
し
て
北
朝
鮮
を
　
「
テ

ロ
支
援
国
家
」
　
と
認
定
し
て
お
り
、
そ
の
テ
ロ
の
危

険
性
は
い
ま
だ
変
わ
ら
な
い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。

（
二
）
　
北
朝
鮮
に
よ
る
過
去
の
主
な
テ
ロ
事
件

ア
　
韓
国
大
統
領
官
邸
（
青
瓦
台
）
襲
撃
未
遂
事
件

昭
和
四
三
年
一
月
二
一
日
、
韓
国
軍
人
に
偽
装
し

て
同
国
に
潜
入
し
た
北
朝
鮮
の
武
装
ゲ
リ
ラ
三
一
人

10

海上保安庁との共同訓練（鹿児島）

パ
ク
・
チ
ョ
ン
ヒ

が
、
朴
正
煕
韓
国
大
統
領
ら
韓
国
要
人
の
暗
殺
を
企

図
し
て
、
韓
国
大
統
領
官
邸
（
青
瓦
台
）
　
か
ら
数
百

メ
ー
ト
ル
の
路
上
で
、
民
間
人
五
人
と
警
察
官
一
人

を
射
殺
し
ま
し
た
。

韓
国
当
局
に
よ
り
、
武
装
ゲ
リ
ラ
三
一
人
の
う
ち

三
〇
人
が
射
殺
さ
れ
、
一
人
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
件
は
、
朝
鮮
人
民
軍
偵
察
局
に
よ
る
犯
行
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。



そ

イ
　
朴
韓
国
大
統
領
狙
撃
事
件

昭
和
四
九
年
八
月
一
五
日
、
ソ
ウ
ル
市
内
に
あ
る

国
立
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
光
復
節
式
典
会
場
に
お
い

ム
ン
・
セ
グ
ァ
ン

て
、
在
日
韓
国
人
の
文
世
光
が
、
演
説
中
の
朴
正
煕
大

ユ
ク
・
ヨ
ン
ス

統
領
に
け
ん
銃
を
発
射
し
、
陪
席
し
て
い
た
陸
英

修
同
大
統
領
夫
人
を
射
殺
し
ま
し
た
。

文
は
大
阪
府
出
身
で
、
大
阪
府
警
察
の
派
出
所
か

ら
け
ん
銃
を
窃
取
し
、
日
本
人
名
義
の
旅
券
を
不
正

に
入
手
し
て
渡
韓
し
犯
行
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
り
、れ

ん

韓
国
当
局
は
、
事
件
に
は
、
北
朝
鮮
及
び
朝
鮮
総
聯

の
関
与
が
あ
っ
た
と
発
表
し
た
ほ
か
、
文
自
身
も
韓

国
に
お
け
る
裁
判
で
こ
れ
を
認
め
て
い
ま
す
。

ウ
　
ビ
ル
マ
二
ラ
ン
グ
ー
ン
事
件

昭
和
五
八
年
一
〇
月
九
日
、
北
朝
鮮
貨
物
船
の
船

員
に
偽
装
し
て
ビ
ル
マ
　
（
現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
　
に
潜
入

し
た
北
朝
鮮
の
武
装
ゲ
リ
ラ
三
人
が
、
同
国
を
親
善

チ

ョ

ン

・

ド

ウ

フ

ァ

ン

訪
問
中
で
あ
っ
た
全
斗
焼
韓
国
大
統
領
を
始
め
と
す

る
韓
国
政
府
要
人
の
暗
殺
を
企
図
し
て
、
同
大
統
領

び
ょ
う

一
行
の
訪
問
地
で
あ
る
　
「
ア
ウ
ン
サ
ン
廟
」
　
に
お
い

て
爆
弾
テ
ロ
を
引
き
起
こ
し
、
韓
国
外
務
部
長
官
等

二
一
人
を
死
亡
さ
せ
、
四
七
人
を
負
傷
さ
せ
ま
し
た
。

ビ
ル
マ
当
局
に
よ
り
、
武
装
ゲ
リ
ラ
三
人
の
う
ち

一
人
が
射
殺
さ
れ
、
二
人
が
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

本
事
件
は
、
朝
鮮
人
民
軍
偵
察
局
に
よ
る
犯
行
と

み
ら
れ
て
い
ま
す
。工

　
大
韓
航
空
機
爆
破
事
件

r

－

－

I

h

・

I

－

∵

■

・

・

舳齦感銘鯲

金賢姫の偽造パスポート（時事）

昭
和
六
二
年
一
一
月
二
九
日
、
日
本

人
名
義
の
偽
造
旅
券
を
所
持
し
て
日
本

人
に
な
り
す
ま
し
た
北
朝
鮮
工
作
員
の

キ
ム
・
ス
ン
イ
ル
　
キ
ム
・
ヒ
ョ
ン
ヒ

金
勝
一
と
金
賞
姫
が
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
発

ア
ブ
ダ
ビ
、
バ
ン
コ
ク
経
由
ソ
ウ
ル
行

き
の
大
韓
航
空
機
八
五
八
便
に
時
限
爆

弾
を
仕
掛
け
、
ア
ブ
ダ
ビ
か
ら
バ
ン
コ

ク
へ
向
か
う
途
中
の
ビ
ル
マ
南
方
ア
ン

ダ
マ
ン
海
域
上
空
で
爆
破
さ
せ
乗
員
・

乗
客
一
一
五
人
全
員
を
死
亡
さ
せ
ま
し

た
。バ

ー
レ
ー
ン
当
局
に
よ
り
、
二
人
は

身
柄
を
拘
束
さ
れ
ま
し
た
が
、
両
名
は
服
毒
自
殺
を

図
り
、
金
勝
一
は
死
亡
し
ま
し
た
。

金
賢
姫
の
供
述
等
か
ら
、
同
人
ら
は
、
朝
鮮
労
働

党
対
外
情
報
調
査
部
に
所
属
し
、
北
朝
鮮
に
お
い
て

「
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
　
（
六
三
年
九
月
）
　
を
妨

害
す
る
た
め
大
韓
航
空
機
を
爆
被
せ
よ
」
　
と
の
指
令

を
受
け
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

2
様
々
な
形
能
等
展
開
さ
れ
る

北
朝
鮮
の
対
日
有
害
活
動

一
北
朝
鮮
の
対
日
諸
工
作

北
朝
鮮
は
、
平
成
一
五
年
中
、
「
朝
鮮
中
央
通
信
」

や
「
平
壌
放
送
」
、
朝
鮮
労
働
党
機
関
紙
「
労
働
新

聞
」
等
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
、
核
問
題
解
決
に
向
け

た
我
が
国
の
動
向
に
つ
い
て
　
「
日
本
が
米
国
の
対
朝

鮮
孤
立
圧
殺
策
動
に
便
乗
し
て
分
別
な
く
狂
奔
す

る
な
ら
、
そ
の
代
価
を
十
分
に
払
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
」
　
と
警
告
す
る
な
ど
し
て
、
日
米
の
離
間
を

図
っ
た
ほ
か
、
「
日
本
は
、
対
話
を
通
じ
た
朝
鮮
半

島
の
核
問
題
の
早
期
解
決
に
は
実
際
に
何
の
関
心
も

置
か
ず
、
拉
致
問
題
を
持
ち
出
し
て
　
「
包
括
的
解
決
」

を
う
ん
ぬ
ん
し
、
そ
う
で
な
く
て
も
緊
張
局
面
を
迎

え
て
い
る
朝
米
問
の
核
問
題
に
複
雑
性
を
与
え
て
い

る
」
　
（
一
〇
月
七
日
、
北
朝
鮮
外
務
省
ス
ポ
ー
ク
ス

マ
ン
談
話
）
　
な
ど
と
し
て
六
か
国
協
議
へ
の
我
が
国
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の
参
加
を
拒
む
談
話
を
発
表
す
る
な
ど
、
我
が
国
に

対
し
て
、
盛
ん
に
け
ん
制
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
泉
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
や
、
我
が
国

の
情
報
収
集
衛
星
打
ち
上
げ
に
つ
い
て
、
「
朝
日
平
壌

宣
言
の
精
神
に
反
す
る
」
　
な
ど
と
し
て
、
同
宣
言
を

引
き
合
い
に
出
し
て
非
難
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

マ
ン
ギ
ョ
ン
ボ
ン

二
　
万
景
峰
九
二
号
の
入
港
を
め
ぐ
る
動
向

〓
）
　
万
景
峰
九
二
号
を
め
ぐ
る
過
去
の
違
法
事
案

万
景
峰
九
二
号
は
、
北
朝
鮮
と
日
本
を
約
二
八
時

間
か
け
て
結
ぶ
北
朝
鮮
籍
の
貨
客
船
で
す
。
朝
鮮
総

聯
が
金
日
成
主
席
生
誕
八
〇
周
年
と
金
正
日
総
書
記

生
誕
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
寄
贈
し
た
資
材
を
も
と

に
建
造
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
親
族
訪
問
者
や
朝
鮮
学

校
の
修
学
旅
行
生
、
物
資
の
輸
送
等
の
た
め
、
主
に

ウ
オ
ン
サ
ン

北
朝
鮮
の
元
山
港
と
日
本
の
新
潟
西
港
の
間
を
年

間
二
〇
回
以
上
往
復
し
て
い
ま
す
。

万
景
峰
九
二
号
は
、
在
日
朝
鮮
人
が
訪
朝
す
る
際

の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
に
、

不
正
送
金
や
不
正
輸
出
、
工
作
員
の
送
り
込
み
等
、

在
日
朝
鮮
人
社
会
と
北
朝
鮮
を
結
ぶ
裏
の
役
割
も

担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

お
り
、
実
際
に
、
同
船
を
め
ぐ
つ
て
は
、
過
去
幾
つ

か
の
事
件
が
摘
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
　
都
内
の
貿
易
商
社
が
、
北
朝
鮮
の
貿
易
会
社
に

対
し
、
輸
出
貿
易
管
理
令
で
輸
出
規
制
さ
れ
て

い
る
開
放
回
路
式
自
給
式
潜
水
用
具
の
部
分
品

（
ス
ク
ー
バ
用
高
圧
空
気
容
器
用
ダ
ブ
ル
バ
ル
ブ

二
、
四
一
五
個
）
　
を
通
商
産
業
大
臣
（
当
時
）
　
の

輸
出
許
可
を
受
け
ず
に
、
八
年
三
月
二
九
日
こ
ろ

か
ら
同
年
一
〇
月
七
日
こ
ろ
ま
で
の
間
、
新
潟
西

港
か
ら
万
景
峰
九
二
号
に
船
積
み
し
、
北
朝
鮮
・

元
山
港
向
け
に
輸
出
し
た
と
し
て
、
社
長
ら
被
疑

者
二
人
を
外
為
法
違
反
で
逮
捕
し
ま
し
た
。

■■－

▼
■ 騾 膩 ＝　 ●　′∴三∴三二 TT ：

田 t　F
リ

船
長
、
指
令
書
渡
す

謂
拑
工
作
員
書
類
送
検
へ

雷
雨
骭
人
蠻
曷
壼
纛
欝
男
垂
が
、
北
朝
讐
歪
醤
靂
「
宗
野
冒
三
時
菅
守

の
當
顰
本
国
か
ら
の
工
作
指
令
文
金
を
受
け
取
R
日
本
習
内
で
吋
捫
箇
り
匚
￥
≦
む
盲
r
＞
．
：
．

に
な
っ
た
q

ま
ち
政

と
し
て
祖
糺

し
、
鞫
由
止

衆
邵
軌
の
鷓

ア
を
通
じ
ー

綢
厠
の
謦

工
作
貝
へ
爪

革
芥
し
て
い

男
の
供
濾

な
ど
か
ら
、

を
さ
せ
る
拑

琵

琶

重

芸

琴

塾

と

罨

蠧

竃

盡

芸

罨

番

；
≧
‥
三
．
a
）
き
巨
星
J
U
せ
愈
字
諳
帋
肋
を
し
て
い
た
こ
と
が
二
十
八
号
警

た
う
■
▼
　
覇
諤
壜
E
∃
。
．
．
■
丿
．
．
。
弓
■
…
．

蠧

工

等

篭

笑

の

譬

竈

箋

蒡

て

竈

亮

瞽

し

て

い

芸

が

一

い
竜
量
鴦
調
べ
で
罨
た
完
聾
を
撃
た
蠧
豎
欝
讐
か
に
芝
の
ハ

麌
け
取
ク
瑪
†

空
言
室
写

し
、
北
朝
鮮
に
屈

男
は
工
作
に
つ
．

な
川
島

登は
不
明

昨
年

鍖
辭
鳰
他
人
装
い

吾
杠
主
㌫
一

糊
駆

殼
擱
搆
詣
鵑

操
を
闇
螽
見
る
際
、
他
人

法
り
嘗
し
、
外
貿
荳

繰
証
に
虚
偽
の
竃
を
琶
せ

万景峰92号を介した工作活動を報道する各紙（1月29日、朝日新聞、東京新聞、読売新聞）

●
　
公
正
証
書
原
本
不
実
記
載
・
同
行
使
並
び
に
入

管
法
違
反
　
（
不
法
在
留
罪
）
被
疑
事
件
で
検
挙
し

た
在
日
朝
鮮
人
は
、
朝
鮮
労
働
党
統
一
戦
線
部
所

属
の
在
日
地
下
党
工
作
員
と
し
て
、
韓
国
軍
人
に

対
す
る
獲
得
工
作
等
の
対
南
工
作
活
動
に
従
事
し

て
い
た
が
、
統
一
戦
線
部
か
ら
の
指
示
・
命
令
は
、

文
書
の
形
で
、
専
ら
万
景
峰
九
二
号
の
船
長
を
経

由
し
て
伝
達
さ
れ
、
同
人
等
が
訪
船
し
て
直
接
受

領
し
た
り
、
朝
鮮
総
聯
中
央
関
係
者
を
介
し
て
受

領
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
統
一
戦
線
部
指
導
担
当
幹
部
が
、
万
景
峰
九
二

号
の
乗
員
と
し
て
乗
船
し
て
き
た
場
合
に
は
、
同

船
内
で
直
接
指
導
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。

●
　
都
内
の
粉
粒
機
器
メ
ー
カ
ー
が
北
朝
鮮
の
塗
装

会
社
に
対
し
、
輸
出
貿
易
管
理
令
で
輸
出
制
限
さ

れ
て
い
る
超
微
粉
砕
機
器
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
を
通
商

産
業
大
臣
（
当
時
）
　
の
輸
出
許
可
を
受
け
ず
に
六

年
三
月
二
八
日
、
万
景
峰
九
二
号
に
船
積
み
し
、

不
正
に
輸
出
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
件
に
は
、
朝
鮮
総
聯
傘
下
団
体
で
あ
る

在
日
朝
鮮
人
科
学
技
術
協
会
（
科
協
）
　
が
取
引
交

渉
の
当
事
者
と
し
て
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
判
明

し
て
い
ま
す
（
本
件
の
外
為
法
違
反
に
つ
い
て
は
、

時
効
が
成
立
）
。
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（
二
）
　
日
本
中
の
注
目
を
受
け
た
運
航
中
断
と
再
開

最
近
の
北
朝
鮮
を
め
ぐ
る
国
内
外
情
勢
の
変
化
に

伴
い
、
日
朝
間
を
結
ぶ
唯
一
の
定
期
航
路
で
あ
っ
た

万
景
峰
九
二
号
に
対
し
て
国
民
が
も
つ
疑
惑
、
不
信

感
は
一
層
深
ま
り
、
万
景
峰
九
二
号
の
入
港
に
反
対

又
は
厳
し
い
対
応
を
求
め
る
声
が
急
速
に
高
ま
り
ま

し
た
。こ

う
し
た
中
、
万
景
峰
九
二
号
は
、
一
五
年
に
入
っ万景峰92号

て
か
ら
は
、
一
月
中
旬
に
一
回
入
港
し
た
後
、
「
北

朝
鮮
と
万
景
峰
九
二
号
に
対
す
る
い
わ
れ
な
き
誹
謗

と
中
傷
が
繰
り
返
さ
れ
、
当
局
が
前
例
の
な
い
厳
戒

態
勢
を
敷
き
、
殺
伐
と
し
た
雰
囲
気
」
　
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
理
由
に
、
約
七
か
月
間
に
わ
た
っ
て
運
航
を

中
断
し
、
八
月
二
五
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
新
潟

西
港
に
入
港
し
ま
し
た
。

万
景
峰
九
二
号
が
、
長
期
間
運
航
を
中
断
し
た
の

は
、
日
本
人
位
致
問
題
等
を
め
ぐ
る
日
朝
関
係
の
悪

化
と
、
厳
し
さ
を
増
す
日
本
国
内
の
対
北
世
論
に
配

意
し
た
こ
と
、
利
用
客
の
減
少
等
に
よ
り
、
定
期
運

航
が
資
金
的
に
困
難
に
な
っ
た
こ
と
、
国
土
交
通
省

が
外
国
船
舶
に
対
し
て
実
施
す
る
ポ
ー
ト
・
ス
テ
ー

ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
　
（
P
S
C
）
　
を
、
万
景
峰
九
二

号
に
対
し
て
も
一
〇
年
ぶ
り
に
実
施
す
る
こ
と
を
決

め
た
の
に
対
し
て
、
是
正
命
令
、
航
行
停
止
命
令
が

必
至
で
あ
り
、
北
朝
鮮
が
誇
る
大
型
貨
客
船
が
長
期

間
、
港
に
留
め
置
か
れ
る
と
い
う
不
名
誉
な
事
態
が

予
想
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
万
、
七
か
月
ぶ
り
に
運
航
を
再
開
し
た
の
は
、

P
S
C
へ
の
対
応
に
め
ど
が
立
っ
た
こ
と
、
「
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
創
建
記
念
日
　
（
九
月
九
日
）
」

に
向
け
て
、
万
景
峰
九
二
号
で
日
本
か
ら
資
金
や
物

資
を
緊
急
に
輸
送
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
困
窮

を
訴
え
る
本
国
の
親
族
に
資
金
や
物
資
を
持
参
す
る

万景峰92号に対するPSCの実施

た
め
、
祖
国
訪
問
を
求
め
る
在
日
朝
鮮
人
の
声
が
高

ま
っ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
五
年
中
は
、
P
S
C
で
の
四
項
目
の
是
正
命
令

と
そ
の
改
善
、
船
舶
安
全
法
違
反
　
（
定
員
超
過
）
容

疑
事
案
に
伴
う
船
長
に
対
す
る
捜
査
も
あ
り
、
入
港

は
一
〇
回
　
（
一
四
年
二
三
回
、
一
三
年
二
二
回
）
　
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。

（
三
）
　
朝
鮮
総
聯
を
介
し
た
対
日
諸
工
作

北
朝
鮮
は
、
我
が
国
に
対
し
て
、
朝
鮮
総
聯
を
介

し
た
間
接
的
な
諸
工
作
も
展
開
し
て
お
り
、
日
本
国

内
に
お
け
る
北
朝
鮮
に
有
利
な
世
論
の
醸
成
、
北
朝

鮮
の
主
張
に
同
調
す
る
日
本
人
の
結
集
　
（
組
織
化
）
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等
を
図
っ
て
い
ま
す
。

一
五
年
中
は
、
「
金
正
日
総
書
記
生
誕
記
念
日
　
（
二

月
一
六
日
）
」
、
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
創
建
記

念
日
　
（
九
月
九
日
）
」
等
の
節
目
を
と
ら
え
た
朝
鮮

総
聯
中
央
の
慶
祝
行
事
に
日
本
人
名
士
や
北
朝
鮮
の

主
張
に
同
調
す
る
日
本
人
を
招
待
し
た
り
、
時
宜
を

と
ら
え
て
地
方
本
部
の
朝
鮮
総
聯
幹
部
が
地
方
自
治

体
の
首
長
等
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、
北
朝
鮮
及
び

朝
鮮
総
聯
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
要
請
す
る
な
ど

し
ま
し
た
。

ハ
ン
・
チ
ョ
ン
チ

韓
正
治
朝
鮮
総
聯
中
央
国
際
統
一
局
長
は
、
万

景
峰
九
二
号
の
入
港
反
対
の
声
が
高
ま
る
中
、
八
月

一
九
日
、
記
者
会
見
を
行
い
、
「
日
本
当
局
は
、
万

景
峰
九
二
号
の
入
港
に
対
す
る
非
友
好
的
な
姿
勢
を

改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
広
範
な
日
本
国
民
の
み

な
さ
ん
と
マ
ス
コ
ミ
が
在
日
同
胞
の
人
道
主
義
に
基

づ
く
祖
国
訪
問
の
た
め
の
万
景
峰
九
二
号
の
運
航
再

開
に
深
い
理
解
と
協
力
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
る
」
　
と
の
談
話
を
発
表
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
七
月
二
九
日
に
発
生
し
た
朝
鮮
総

聯
新
潟
県
本
部
に
対
す
る
け
ん
銃
発
砲
事
件
に
関
し

ナ
ム
・
ス
ン
ウ

て
は
、
七
月
三
〇
日
、
南
昇
祐
朝
鮮
総
聯
中
央
副
議

長
が
記
者
会
見
を
行
い
、
「
日
本
当
局
は
、
一
日
も

早
く
、
銃
撃
事
件
の
真
相
を
究
明
し
、
二
度
と
事
件

が
繰
り
返
さ
れ
な
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
要
求
す

る
。
朝
鮮
総
聯
は
、
今
後
と
も
、
広
範
な
日
本
国
民

厳重な警備の中、入港する万景峰92号（共同）

の
み
な
さ
ん
と
の
相
互
理
解
と
友
好
親
善
を
図
っ
て

い
く
」
　
と
語
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
た

日
朝
友
好
ム
ー
ド
の
盛
り
上
げ
を
意
識
し
た
談
話
を

発
表
し
ま
し
た
。

三
　
過
去
の
ス
パ
イ
事
件

我
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
後
約
五
〇
件
の
北
朝
鮮

ち
ょ
＞
つ

関
係
の
諜
報
事
件
が
検
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
五
年

二
月
、
警
視
庁
は
、
韓
国
在
住
の
現
地
拠
点
工
作
員

を
通
じ
て
、
各
政
党
の
動
向
等
の
政
治
情
勢
や
、
軍

事
情
勢
等
に
関
す
る
情
報
収
集
活
動
等
を
し
て
い
た

在
日
朝
鮮
人
を
、
公
正
証
書
原
本
不
実
記
載
等
に
よ

り
検
挙
し
て
い
ま
す
。
同
事
件
で
は
、
工
作
活
動
の

指
示
・
命
令
が
、
文
書
形
式
で
行
わ
れ
、
主
に
万
景

峰
九
二
号
の
船
長
託
送
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

警
察
は
、
こ
う
し
た
北
朝
鮮
に
よ
る
活
動
を
、
我

が
国
の
国
益
を
害
し
、
国
民
の
生
命
身
体
に
も
危
険

を
及
ぼ
す
治
安
上
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
今
後
、
特
に
各
国
治
安
機
関
と
の
緊
密
な
情

報
交
換
を
実
施
し
、
北
朝
鮮
に
よ
る
諜
報
活
動
の
情

報
を
入
手
し
、
そ
の
分
析
を
進
め
、
北
朝
鮮
に
よ
る

諜
報
活
動
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
工
作
員

の
検
挙
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

四
　
対
日
諸
工
作
の
今
後
の
見
通
し

北
朝
鮮
は
、
今
後
と
も
、
時
宜
を
と
ら
え
た
対
日

非
難
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
「
過
去
の
清
算
」
　
を

白
坂
優
先
さ
せ
た
国
交
正
常
化
へ
の
協
力
要
請
や
朝
鮮

総
聯
の
活
動
に
対
す
る
理
解
の
獲
得
等
を
企
図
し

て
、
直
接
又
は
朝
鮮
総
聯
を
介
し
た
諸
工
作
を
活
発

に
展
開
す
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
警
察
は
、
こ
う

し
た
諸
工
作
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
違
法
行
為
に
対
し

て
、
情
報
収
集
活
動
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
徹
底

し
た
取
締
り
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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国
際
情
勢
に
応
じ
て
展
開
さ
れ
る
対
日
有
害
活
動

ち
ょ
う

1
多
様
な
諜
報
活
動
を

展
開
す
る
ロ
シ
ア

ロ
シ
ア
で
は
、
平
成
一
五
年
三
月
、
治
安
・
情
報

機
関
の
大
規
模
な
組
織
改
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

次
改
編
で
は
連
邦
国
境
警
備
庁
　
（
F
P
S
）
　
が
連
邦

保
安
庁
　
（
F
S
B
）
　
へ
移
管
さ
れ
た
ほ
か
、
連
邦
政

連邦保安庁（旧KGB本部）

府
情
報
通
信
局
（
F
A
P
S
I
）
　
の
機
能
が
分
割
さ

れ
、
対
外
情
報
庁
（
S
V
R
）
、
F
S
B
、
連
邦
警

護
庁
　
（
F
S
O
）
　
に
そ
れ
ぞ
れ
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ラ
ベ
リ
ニ
コ
フ
軍
参
謀
本
部
情
報
総
局
（
G
R
U
）

長
官
は
本
組
織
改
編
に
つ
き
　
「
そ
の
日
的
は
す
な
わ

ち
諜
報
機
関
の
効
率
を
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
F
A
P
S
I
の
諜
報
活
動
は
　
「
無
線

電
子
手
段
に
よ
る
、
政
治
、
経
済
、
軍
事
及
び
科
学

技
術
分
野
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
」
　
と
規
定
さ
れ
て

い
た
と
こ
ろ
、
S
V
R
、
F
S
B
の
こ
う
し
た
諜
報

機
能
に
つ
い
て
拡
充
が
図
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
ま

す
。我

が
国
に
お
い
て
は
、
最
近
の
事
例
で
、
在
日
ロ

シ
ア
大
使
館
付
武
官
ら
が
防
衛
庁
関
係
者
と
接
触
し

て
防
衛
関
連
資
料
を
入
手
し
て
い
た
事
実
が
確
認
さ

れ
、
幅
広
く
情
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

在
日
ロ
シ
ア
情
報
機
関
は
、
我
が
国
の
政
治
、
軍

事
、
科
学
技
術
等
の
諜
報
活
動
の
ほ
か
、
我
が
国
を

場
と
し
て
、
米
国
、
中
国
、
北
朝
鮮
等
に
関
す
る
情

報
収
集
も
活
発
に
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
多
様
な
諜

報
活
動
を
展
開
し
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

2
国
家
・
国
防
現
代
化
建
設
に
向

け
、
巧
妙
か
つ
多
様
な
手
段
で

情
報
活
動
を
展
開
す
る
中
国

「
科
教
興
国
　
（
科
学
技
術
・
教
育
に
よ
る
国
家
振

興
）
」
　
を
指
向
す
る
中
国
は
、
「
二
〇
〇
二
年
の
中
国

の
国
防
」
　
に
お
い
て
　
「
国
防
科
学
技
術
工
業
は
国
の

戦
略
的
産
業
」
　
と
位
置
付
け
、
特
に
　
「
ハ
イ
テ
ク
兵

器
・
装
備
を
優
先
的
に
発
展
さ
せ
、
現
代
化
水
準
の

向
上
に
努
め
て
い
る
」
　
と
し
て
、
国
防
科
学
技
術
の

現
代
化
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

一
五
年
一
〇
月
、
中
国
は
世
界
で
三
番
目
と
な
る

有
人
宇
宙
飛
行
船
「
神
舟
5
号
」
　
の
打
ち
上
げ
に
成

功
し
ま
し
た
。
中
国
の
宇
宙
開
発
は
、
国
防
科
学
技

術
産
業
と
の
関
連
か
ら
軍
の
主
導
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
打
ち
上
げ
の
成
果
は
、
単
に
軍
事
面
に
と
ど

ま
ら
ず
、
国
家
の
威
信
や
製
品
の
国
際
競
争
力
を
高

め
、
国
威
を
発
揚
し
て
党
・
国
家
の
求
心
力
を
強
固

な
も
の
に
す
る
な
ど
、
正
に
戦
略
的
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

中
国
は
、
我
が
国
の
科
学
先
端
技
術
先
進
国
と
し
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中国の有人宇宙飛行船「神船5号」の打ち上げ（10月）

（新華社＝共同）

て
の
側
面
に
着
目
し
て
お
り
、
継
続
的
に
在
日
公
館

員
を
始
め
大
量
の
代
表
団
、
企
業
駐
在
員
、
研
究
者
、

留
学
生
等
を
派
遣
し
、
先
端
技
術
企
業
関
係
者
や
防

衛
関
連
企
業
関
係
者
等
に
対
し
技
術
移
転
等
の
働
き

掛
け
を
行
う
な
ど
、
「
大
量
か
つ
長
期
」
、
「
多
様
か

つ
巧
妙
」
な
手
段
に
よ
る
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。最

近
の
事
例
で
も
、
工
作
対
象
の
虚
栄
心
を
充
足

さ
せ
自
尊
心
を
く
す
ぐ
る
こ
と
で
関
係
を
深
め
て
い

く
、
中
国
の
工
作
手
法
の
特
殊
性
の
一
端
が
実
証
さ

れ
て
い
ま
す
。

警
察
は
、
中
国
の
情
報
活
動
に
は
違
法
行
為
が
混

在
す
る
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
こ
と
を
念
頭
に

所
要
の
諸
対
策
に
当
た
る
と
と
も
に
、
違
法
行
為
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
厳
正
な
取
締
り
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

3
大
量
破
壊
兵
器
関
連

物
資
等
の
不
正
輸
出

大
量
破
壊
兵
器
等
の
拡
散
を
め
ぐ
る
動
向
と
し
て

は
、
一
四
年
一
二
月
一
一
日
、
米
軍
と
ス
ペ
イ
ン
軍

が
、
イ
エ
メ
ン
沖
で
、
北
朝
鮮
船
籍
「
ソ
・
サ
ン
」

か
ら
ス
カ
ッ
ド
ミ
サ
イ
ル
等
を
発
見
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
五
年
五
月
、
ド
イ
ツ
政
府
が
、
ウ
ラ
ン
の

濃
縮
装
置
に
転
用
可
能
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
管
を
北

朝
鮮
に
密
輸
出
し
た
と
し
て
ド
イ
ツ
精
密
機
械
メ
ー

カ
ー
社
長
の
身
柄
を
拘
束
し
た
な
ど
の
動
向
が
あ
り

ま
す
。北

朝
鮮
の
核
開
発
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
み

と
し
て
は
、
四
月
に
米
中
朝
の
三
か
国
協
議
が
、
八

月
に
日
米
韓
中
露
朝
の
六
か
国
協
議
が
、
い
ず
れ
も

北
京
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
開
発
・
保
有
問

題
を
め
ぐ
つ
て
は
、
三
月
二
〇
日
、
米
英
軍
が
、
湾

岸
戦
争
の
停
戦
合
意
で
あ
っ
た
大
量
破
壊
兵
器
の
破

棄
を
遵
守
し
な
か
っ
た
と
し
て
、
イ
ラ
ク
に
対
す
る

武
力
行
使
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ラ
ン
に
対
し
て
は
、
二
月
に
続
い
て
一

〇
月
に
も
、
国
際
原
子
力
機
関
　
（
I
A
E
A
）
　
が
核

査
察
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
六
月
に
開
催
さ
れ
た

エ
ビ
ア
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
「
大
量
破
壊
兵
器
の

不
拡
散
宣
言
」
　
が
採
択
さ
れ
た
ほ
か
、
そ
の
直
前
の

五
月
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
が
、
大
量
破
壊

兵
器
等
関
連
物
資
の
拡
散
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
拡

散
安
全
保
障
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
　
（
P
S
I
）
　
を
提
唱

し
、
日
本
を
始
め
と
す
る
参
加
国
一
一
か
国
が
中
心

と
な
っ
て
、
関
係
国
に
よ
る
会
合
及
び
海
上
訓
練
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
で
は
、
一
四
年
四
月
か
ら
、
輸

出
貿
易
管
理
令
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
日
本
版

「
キ
ャ
ッ
チ
・
オ
ー
ル
規
制
」
　
を
導
入
し
、
輸
出
管

理
の
規
制
を
図
っ
て
い
ま
す
。

一
五
年
六
月
に
は
、
ミ
サ
イ
ル
関
連
物
資
で
あ
る

超
微
粉
砕
機
器
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
を
イ
ラ
ン
に
向
け
不

正
輸
出
し
た
と
し
て
、
都
内
の
粉
粒
機
器
メ
ー
カ
ー
の

代
表
取
締
役
ほ
か
四
人
を
検
挙
し
ま
し
た
（
警
視
庁
）
。

ま
た
、
一
一
月
に
は
、
大
量
破
壊
兵
器
等
に
転
用

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
と
し
て
輸
出
許
可
の
申

請
を
す
べ
き
直
流
安
定
化
電
源
三
台
を
、
経
済
産
業

大
臣
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
タ
イ
を
経
由
地

と
し
て
北
朝
鮮
に
向
け
輸
出
し
よ
う
と
し
た
と
し
て

都
内
商
社
の
代
表
取
締
役
を
検
挙
し
ま
し
た
　
（
警
視

庁）。今
後
は
、
国
内
関
係
機
関
等
と
の
連
携
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
各
国
治
安
機
関
と
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
緊

密
な
関
係
を
構
築
し
、
大
量
破
壊
兵
器
等
関
連
物
資

の
不
正
輸
出
の
取
締
り
を
一
層
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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我
が
国
の
治
安
を
脅
か
す
不
法
入
国
・
不
法
滞
在
事
犯

1
巧
妙
化
・
潜
在
化
す
る
不

法
入
国
・
不
法
滞
在
事
犯

平
成
一
五
年
中
に
警
察
及
び
海
上
保
安
庁
が
検
挙

し
た
船
舶
利
用
に
よ
る
集
団
密
航
事
件
は
、
九
年
の

ピ
ー
ク
時
に
比
し
、
大
幅
な
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

他
方
、
偽
造
旅
券
、
旅
券
不
正
取
得
等
に
よ
る
不
法

入
国
事
件
の
検
挙
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
空
路
に
よ

る
密
航
事
件
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
警
察
は
、
旅
券
等
の
　
「
偽
造
工
場
」
、

組
織
的
な
偽
装
結
婚
事
件
、
犯
罪
収
益
等
を
不
正
送

金
す
る
　
「
地
下
銀
行
」
　
と
い
っ
た
形
態
の
犯
罪
を
相

次
い
で
摘
発
す
る
な
ど
、
外
国
人
犯
罪
組
織
の
拡
大

を
防
止
し
ま
し
た
が
、
不
法
入
国
、
不
法
滞
在
事
犯

は
、
そ
の
形
態
・
手
口
の
巧
妙
化
・
多
様
化
が
進
ん

で
お
り
、
今
後
、
更
に
潜
在
化
、
定
着
化
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
取
締
り
を
徹

底
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

2
悪
質
な
不
法
滞
在
者
に

対
す
る
取
締
り
の
強
化

警
察
で
は
、
入
国
管
理
局
と
の
合
同
摘
発
や
集
中

取
締
り
を
積
極
的
に
実
施
し
、
一
五
年
中
に
お
け
る

中国人集団密航事件検挙現場（6月、愛知）

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
違
反
で
、
過
去

日
璽
口
同
と
な
る
一
〇
、
八
五
四
件
九
、
五
七
九
人

を
検
挙
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
大
量
の
不
法
滞

在
者
数
に
比
べ
れ
ば
、
「
氷
山
の
一
角
」
　
に
過

ぎ
ず
、
偽
装
結
婚
、
在
留
期
間
延
長
の
た
め
の

文
書
偽
造
、
日
本
旅
券
の
不
正
取
得
等
様
々
な

手
段
を
用
い
て
我
が
国
で
の
不
法
滞
在
を
図

る
外
国
人
は
跡
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。近

年
、
外
国
に
本
拠
を
置
く
国
際
犯
罪
組
織

ク

ノ

」　　　＿′　＿　　　　　　　　　　　　　　　．▲■

偽造工場摘発時における押収品

が
我
が
国
に
進
出
す
る
と
と
も
に
、
国
内
に
居
住
す

る
不
法
滞
在
者
が
犯
罪
組
織
を
形
成
し
、
凶
悪
化
、

組
織
化
、
全
国
へ
の
拡
散
化
と
い
っ
た
傾
向
が
顕
著

に
な
っ
て
お
り
、
治
安
悪
化
の
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

警
察
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
関
係
機
関
と
緊
密

に
連
携
し
、
重
点
的
な
取
締
り
等
の
諸
対
策
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
中
国
を
始
め
と
す
る
各
国
捜
査
機

関
と
積
極
的
に
情
報
交
換
を
行
い
、
国
際
犯
罪
組
織

の
共
同
摘
発
や
個
別
の
犯
罪
捜
査
に
お
け
る
協
力
を

更
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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現
在
も
危
険
性
を
有
す
る
オ
ウ
ム
真
理
教

1
〝
尊
師
麻
原
″
の
権
威
の
下
、
勢
力
の
拡
大
を
図
る

一
再
び
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
に
及
ぶ
危
険
性

オ
ウ
ム
真
理
教
　
（
以
下
、
「
教
団
」
と
い
う
。
）
　
が

麻
原
彰
晃
こ
と
松
本
智
津
夫
被
告
の
首
謀
の
下
、
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
始
め
と
す
る
テ
ロ
を
行
っ
て
か

ら
、
既
に
九
年
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
教
団
は
、

依
然
と
し
て
首
謀
者
で
あ
る
松
本
被
告
の
強
い
影
響

ま
ん

下
に
あ
り
、
組
織
活
動
の
閉
鎖
性
及
び
欺
瞞
性
を
維

持
し
て
い
る
な
ど
、
再
び
無
差
別
大
量
殺
人
行
為
に

及
ぶ
危
険
性
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
教
団
の

危
険
性
は
、
平
成
一
五
年
一
月
、
公
安
審
査
委
員
会

に
よ
る
観
察
処
分
の
期
間
更
新
決
定
に
お
い
て
、
改

め
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
後
も
、
累
次
に

わ
た
る
警
察
の
捜
査
や
実
態
解
明
に
よ
り
、
公
安
調

査
庁
に
未
報
告
の
施
設
の
確
保
、
再
び
〝
尊
師
麻
原
″

を
前
面
に
出
し
た
活
動
の
推
進
、
さ
ら
に
は
分
派
グ

ル
ー
プ
の
存
在
等
、
危
険
な
要
素
が
保
持
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

一
万
、
一
〇
月
に
は
、
米
国
政
府
が
、
米
国
移
民

国
籍
法
に
基
づ
き
、
〝
テ
ロ
を
行
う
能
力
と
意
図
の
保

持
″
な
ど
の
要
件
に
該
当
す
る
と
し
て
、
ア
ル
・
カ
ー

イ
ダ
等
の
国
際
テ
ロ
組
織
と
と
も
に
、
教
団
を
　
「
海

外
テ
ロ
組
織
」
　
の
一
つ
に
再
指
定
し
ま
し
た
。

地下鉄サリン事件発生時の状況（地下鉄霞が関駅入口付近）

二
　
教
団
名
を
伏
せ
た
施
設
確
保
と
信
者
勧
誘

教
団
は
、
団
体
規
制
法
の
成
立
等
に
よ
り
、
一
一

年
の
一
六
都
道
府
県
三
四
か
所
を
ピ
ー
ク
に
拠
点
施

設
を
減
少
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
再
び
地
方
進

出
に
力
を
入
れ
、
一
五
年
二
月
末
に
は
、
一
八
都
道

府
県
三
一
か
所
に
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
地
域
住
民
の
強
い
反
発
が
あ
り
、

も
ネ
ノ

教
団
が
欺
同
行
為
に
よ
り
秘
密
裏
に
施
設
の
確
保
を

図
る
、
組
織
的
違
法
事
案
も
摘
発
さ
れ
ま
し
た
。

●
　
虚
偽
の
住
民
登
録
に
よ
り
、
出
家
信
者
の
居
住

場
所
や
活
動
拠
点
、
さ
ら
に
は
公
安
調
査
庁
長
官

に
未
報
告
の
教
義
等
保
管
場
所
を
確
保
し
て
い
た

（
二
月
、
長
野
）
。

●
　
教
団
幹
部
ら
が
、
個
人
の
住
居
と
し
て
用
い
る

な
ど
と
偽
っ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の
居
室
を
借
り
上

げ
、
外
部
か
ら
は
教
団
施
設
と
知
り
得
な
い
よ
う

な
偽
装
工
作
を
施
し
、
中
国
地
方
に
お
け
る
活
動

拠
点
と
し
て
使
用
し
て
い
た
　
（
六
月
、
岡
山
）
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

施
設
が
相
次
い
で
、
一
五
年
末
ま
で
に
一
七
都
道
府

県
二
六
か
所
に
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
教
団
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
、
大
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教団の構成員数、拠点施設等（平成16年1月末現在）

学
や
地
域
の
サ
ー
ク
ル
活
動
等
を
通
じ
、
特
に
青
年

層
を
重
点
と
す
る
勧
誘
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
次

の
よ
う
に
、
幹
部
の
指
示
で
役
割
を
分
担
し
、
教
団

名
を
伏
せ
た
勧
誘
を
組
織
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、

一
五
年
中
の
摘
発
事
例
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
　
女
性
信
者
が
偽
名
に
よ
り
一
般
人
を
装
い
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
男
性
を

「
ヨ
ガ
教
室
」
　
に
誘
い
、
さ
ら
に
他
の
信
者
が
　
「
さ

く
ら
」
役
に
な
る
な
ど
の
巧
妙
な
手
口
で
、
教
団

支
部
に
誘
引
し
て
い
た
　
（
六
月
、
愛
知
）
。

●
　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
名
簿
を
作
成
し
、
教
団

名
を
伏
せ
た
サ
ー
ク
ル
活
動
に
勧
誘
す
る
な
ど
、

様
々
な
勧
誘
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
（
一
〇
月
、

神
奈
川
）
。ワークショップ

リラクセーション・ヨーガ

呷岬法

子會うち鐸I■

手下クラ岨

．ゝこ■つレノーr；丿タも■ノウニ1－：コン　‾－Tr．◆’ロ∴、一　人て二月ニ靄

丁：■．ゾ㌧・事lJht，

Ff廿で†ノキ1与貫Jて、暼ヽ▲1「■′・・tて‘TV∴」1

J．・クTFか＿十一・■．‾・孑1∴ユー．丁，㌦・＿－■・つ■11托し‾L覊l：㌢＝：ミ

丿丶・クコごてつニスtk′■FT．

今でもせけ中日　　　★圸い七㍍過す

詳しく体永同い亡膏せくたこ1

■・1二・二　＿丁　　つl｝亅　ト　■◆　　州（●l

仆’コ亅■こl⊃l▲■．20■二∴r冖l刈
iサロー一入　■岶■：よ■－まIlユ⊃

■　ll■
岬▲ナ8亠■Ⅶ○‾‾‾‾　‾　‾‾‾　　　‾‾

■■■三■●組できりH1叫111ごと邯Wh

公共掲示板に掲出された、教団名
を伏せた勧誘ビラ（神奈川）

三
　
ロ
シ
ア
人
信
者
に
対
す
る
指
導
の
強
化

教
団
は
、
七
年
に
一
時
撤
退
し
た
後
、
一
三
年
に

再
び
モ
ス
ク
ワ
市
内
に
拠
点
を
確
保
し
て
、
活
動
を

再
開
し
、
ロ
シ
ア
人
信
者
の
指
導
を
強
化
し
ま
し
た
。

現
在
、
約
三
〇
〇
人
の
ロ
シ
ア
人
信
者
が
い
る
も
の

と
み
ら
れ
、
一
五
年
四
月
に
は
、
上
祐
日
璽
口
同
幹
部
自

ら
ロ
シ
ア
を
訪
れ
、
ロ
シ
ア
人
信
者
に
対
す
る
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

2
警
察
の
対
応

一
特
別
手
配
被
疑
者
追
跡
捜
査
の
推
進

警
察
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
以
降
、
教
団
の
テ

ロ
事
件
等
に
対
す
る
捜
査
を
強
力
に
推
進
し
、
こ
れ

ま
で
に
、
松
本
を
始
め
と
す
る
教
団
幹
部
及
び
信
者

合
わ
せ
て
五
〇
〇
人
以
上
を
検
挙
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
警
察
庁
指
定
特
別
手
配
被
疑
者
で
あ
る
平
田
信
、

高
橋
克
也
及
び
菊
地
直
子
の
三
人
に
つ
い
て
は
、
依

然
と
し
て
逃
走
中
で
す
。
警
察
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

三
人
の
検
挙
を
最
優
先
の
課
題
と
し
、
広
く
国
民
か

ら
の
協
力
を
呼
び
掛
け
つ
つ
、
全
国
警
察
を
挙
げ
た

捜
査
を
鋭
意
推
進
し
て
い
ま
す
。

二
　
組
織
的
違
法
行
為
の
厳
正
な
取
締
り

警
察
は
、
特
別
手
配
被
疑
者
の
追
跡
捜
査
と
と
も

に
、
引
き
続
き
教
団
に
関
連
す
る
組
織
的
違
法
行
為

の
厳
正
な
取
締
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
一
五
年
は
、
九
件
の
事
件
で
一
七
人
を
検

挙
す
る
と
と
も
に
、
一
二
都
府
県
延
べ
六
三
か
所
の

教
団
施
設
等
を
捜
索
し
、
関
係
資
料
約
三
、
九
〇
〇
点

を
押
収
し
ま
し
た
。

三
　
信
者
に
よ
る
不
法
事
案
の
未
然
防
止

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
を
始
め
と
す
る
一
連
の
テ
ロ

事
件
を
起
こ
し
た
教
団
が
現
在
も
危
険
性
を
有
し
て

い
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
一
二
年

に
は
、
松
本
被
告
の
奪
還
テ
ロ
を
企
図
し
た
ロ
シ
ア

人
信
者
が
ロ
シ
ア
当
局
に
逮
捕
さ
れ
た
　
「
シ
ガ
チ
ョ

フ
事
件
」
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、
情
報

収
集
の
強
化
及
び
関
連
施
設
周
辺
に
お
け
る
警
戒
警

備
活
動
等
、
諸
対
策
を
的
確
に
推
進
し
、
内
外
の
信
者

に
よ
る
不
法
事
案
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
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統
一
地
方
選
と
総
選
挙
で
議
席
を
減
少
さ
せ

綱
領
改
定
を
行
っ
た
日
本
共
産
党

1
統
l
地
方
選
と
総
選
挙

で
の
議
席
減

記者会見する志位委員長、市田書記局長ら共産党幹部（11月）（共同）

一
統
一
地
方
選

日
本
共
産
党
は
、
平
成
一
五
年
四
月
に
行
わ
れ

た
統
一
地
方
選
の
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
前
回
比

一
六
七
議
席
減
の
二
、
二
二
七
議
席
の
獲
得
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
非
改
選
を
含
め
た
地

方
議
員
総
数
は
四
、
二
〇
九
人
と
な
り
、
一
四
年
末
現

在
の
四
、
三
七
五
人
と
比
較
し
て
、
大
き
く
議
席
を
減

少
さ
せ
ま
し
た
。

二
　
総
選
挙

日
本
共
産
党
は
、
一
五
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
総

選
挙
に
お
い
て
、
現
有
議
席
を
半
減
す
る
合
計
九
議

席
　
（
前
回
比
一
一
議
席
減
）
　
と
い
う
一
け
た
台
の
獲

得
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
同
党
が
総
選
挙
で
獲
得
議

席
を
一
け
た
台
と
す
る
の
は
、
昭
和
四
二
年
の
総
選

挙
で
五
議
席
と
な
っ
て
以
来
、
三
六
年
ぶ
り
で
す
。

三
　
党
員
及
び
読
者

ま
た
、
日
本
共
産
党
は
、
一
六
年
一
月
の
第
二
三

回
党
大
会
で
、
同
月
一
日
現
在
の
党
員
は
約
四
〇
万

人
　
（
一
二
年
前
回
大
会
時
は
約
三
九
万
人
）
、
「
し

ん
ぶ
ん
赤
旗
」
読
者
は
約
一
七
三
万
人
　
（
同
じ
く
約

一
九
九
万
人
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
お
け
る
獲
得
議
席
・
得
票
の
推
移

0
　
　
回
　
　
（
年
・
月
′
）

20

四
三
四
　
二
　
五
・
一
二

四
一
円
　
（
一
二
　
二
ハ
′
）

四
■
　
回
　
（
八
・
一
∩
こ

四
〇
回
　
（
五
・
七
）

三
九
回
　
（
二
　
二
）

三
八
回
　
（
六
一
・
十
二

三
七
回
　
（
五
八
・
一
二
）

三
六
回
　
（
五
五
・
六
）

三
五
回
　
（
五
四
・
一
〇
）

三
四
回
　
（
五
一
・
一
二
）

三
三
回
　
（
四
七
・
一
二
）

三
一
回
　
（
四
四
・
一
二
）

三
　
■
　
回
　
（
四
二
・
二

三
0
回
　
（
三
八
・
一
一
）

■
一
九
回
　
（
三
五
・
一
一
）

■
一
八
回
　
（
三
三
・
市
）

■
一
七
回
　
（
三
〇
二
二

一
六
回
　
（
二
八
・
四
）

■
一
五
回
　
（
二
七
・
一
∩
こ

■
一
四
回
　
（
二
四
・
二

一
三
回
　
（
二
二
・
闖
二

一
一
■
回
　
（
二
一
・
四
′
）



2
党
綱
領
の
改
定

日
本
共
産
党
は
、
一
五
年
六
月
の
第
七
回
中
央
委

員
会
総
会
で
、
昭
和
三
六
年
の
第
八
回
党
大
会
で
現

綱
領
を
採
択
し
て
以
来
通
算
五
度
目
に
な
る
綱
領
改

定
　
（
案
）
　
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的
に
つ
い
て

は
、
国
民
に
分
か
り
や
す
い
表
現
に
す
る
こ
と
な
ど

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
時
に
、
「
社
会
主
義
・

共
産
主
義
を
め
ざ
す
と
い
う
基
本
路
線
は
変
わ
っ
て

い
な
い
」
　
と
し
て
、
党
の
方
針
を
転
換
す
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
一
六
年

一
月
の
第
二
三
回
党
大
会
で
改
定
案
を
採
択
し
た
際

に
も
、
現
在
の
党
綱
領
は
第
七
回
党
大
会
及
び
第
八

回
党
大
会
の
「
二
つ
の
党
大
会
に
わ
た
る
全
党
討
論
」

を
へ
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
路
線
の
正

確
さ
は
実
証
済
み
で
あ
る
と
し
て
、
従
来
か
ら
　
「
ア

メ
リ
カ
帝
国
主
義
」
と
「
日
本
の
独
占
資
本
」
を
「
二

つ
の
敵
」
　
と
位
置
付
け
、
こ
れ
ら
と
の
　
「
た
た
か
い
」

を
通
じ
て
日
本
で
の
革
命
を
目
指
す
と
す
る
現
綱
領

路
線
に
、
基
本
的
な
変
更
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

共産党網驤改定嘉

井
芳
■
宇
一
日
の
中
央
悪
童

に
示
し
ー
a
鵬
蛋
定
楽
曜
且
主
重
弟
な

社
会
雷
電
関
配
に
冒
し
、
現
胃
に

聳
巳
ち
由
－
誓
凾
安
貞
買
電
て
い

石
1
－
知
へ
盞
主
鋼
社
会
の
蠶

す
月
編
的
な
日
櫓
に
墅
晋
は
な
く
発
の

虚
器
筆
の
貴
人
舊
文
盲
T
詞
∨

最
終
目
標
は

「
共
産
主
義
社
会
」

「
現
寒
鼻
歌
路
線
－
で
革
争
色
薄
め
た
が
…

阪
蠧
）
と
の
謬
止
め
万

が
蔕

霆
賈
白
米
安
斤
集

約
の
餌
死
を
引
き
良
き
城
梺

為
は
℡
鞏
買
血
判
や
自

衛
醇
に
つ
い
て
も
、
耨
東
は
餔

止
や
霊
夢
し
い
と
の
弟

鸚
芳
し
じ
ま
せ
て
い
雪
喟
明

男
旦
奉
言
豈
直
吉
胃
声
言

も
、
三
雲
芹
基
覇
て
い
な
い
。

▼
あ
ー
遥
二
百
壹
謦
芒

■
共
有
梵
＿
豎
築
き
】
）

虔
芸
頑
一
三
畠
の
中
男
声

粤
薑
翌
等
聶
し
ー
鈿
声
望
釜

の
琵
琶
．
■

一
、
出
前
の
目
撃
空
言
曰
重

共
帚
略

一
「
霊
の
目
拏
杜
墓
の
杼
實

担
悪
道
嚀
真
鶴
事
な
ど
菅

ア
メ
リ
カ
に
癧
争
れ
た
嚆
真
止
の

従
属
四
。
7
メ
鼻
の
対
日
支
配

曜
世
富
蟲
占
贄
鰲
－
▼
穹

二
十
盲
に
公
裴
さ
れ
た
盍
晃
の
憩
琶
定
齊

葛
の
二
本
柱
で
あ
る
コ
ち
の
酲
胞
と
一

段
階
蕈
巴
輪
に
恵
鬘
モ
変
た
。
い
ず
れ

隻
の
≠
1
ジ
蛩
葢
っ
た
謗
ぢ
た
坩

そ
れ
は
あ
く
薑
甲
閃
た
も
の
で
「
櫓
刀
の
藤

に
よ
る
塾
等
室
芸
盟
芒
と
い
蠧
っ
」

く
変
わ
ゥ
て
い
ね
い
。
蕈
蒹
芸
析
し
て
み
た
。

撃
節
「
革
命

贏霸
線を

畳霰
蚓
蚓
諱
鵑

引
当
官
長
は

蚓
總
鷦

■
「
二
つ
の
縡
」

現
行
網
頂
で
「
た
た
か

旦
墨
と
し
て
雷
芦
豈

塲
す
る
「
ア
メ
リ
カ
羂
薗
王

盤
」
と
冒
瘧
独
占
共
布

（
主
謦
」
と
い
皇
宗

は
、
渺
荐
崇
で
は
そ
れ
ぞ
れ

一
カ
所
こ
瓦
カ
所
に
も
象

っ
て
い
荀
こ
要
望
盂

叟
が
行
っ
て
き
た
「
補
儷
イ

コ
ー
ル
痢
出
生
塋
　
「
旦
儺

イ
コ
ー
ル
独
占
資
本
」
と
い

■
ぅ
決
め
つ
け
を
や
跫
格
好

た
．

■
　
し
か
し
、
反
米
の
基
本
は

織
韆
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

平
和
集
約
と
量
的

を

臺

ア

メ

リ

カ

留
電
略
の
記
茎
Ⅷ
叫
と

い
う
議
等
日
本
に
押
し
っ

J
荘
重
現
芒

・
．
白
米
朋
係
に
つ
い
て
も

「
き
わ
め
て
蠶
房
的

な
対
米
椪
屈
の
茲
巴
ヲ

メ
リ
ガ
の
対
日
支
配
は
、
明

ら
か
に
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界

戦
略
と
ア
メ
リ
カ
埠
呈
萃

立
騒
の
裂
の
た
め
に
、
m

水
の
主
管
払
蓋
み
に

じ
る
禧
竪
笆
櫺
織
の

も
の
し
と
厳
し
く
批
判
し
て

い
る
。

箜
釜
義
へ
の
対
応
で
も

同
和
の
．
ト
リ
ッ
ク
■
が
あ

竜
改
定
案
で
は
聖
殿
職

の
r
民
主
塵
韈
革
命
」
を

ミよろいミ

共
甍
竿
言
の
党
墓
で
冕

鷭
紺
鵑
齲

掣
隗
窮
－
；
竈
す
る
急
し
崑

翫
鵑
鵑
雛

拑
蚓
總
儲
鶺

霞
め
盲
雪
マ
イ
メ
⊥
匕

象
の
署
亀
か
象
い
が
穹

詐
軛
嚢
雛

の
鼈
舊
聾
と
い
う
「
霍
巴
鶸

㈲
鳳
豬
鎧

舜
亀
は
繝

畳
屋
價
苗
荳

衣の下にの
蠶豎慧雪空聖雪空撃犖あ枷君佐和

「
革
命
」
イ

邨
鼾
酊
許
に
跫
蟲

雪
亀
犬
餞
別
に

瞥
誘
滑
川

總
鞏
屬

甜
廃
止
が
前
地
と

実
利
郡
の
鷭
苳

箝
驢
壟
顧
漲

．
三
一
二
〇
▼
卓
舞
1
｝
童

ほ
酲
鐔
一
る
針
の
舊
薗
運

か
っ
て
の
肇

と
し
て
お
り
、
”

現
婀
頭
を
ほ
ぼ
竡
褒

章
芒
・
造
冥
森
薑

開
厨
房
雷
へ
霤
甼
労

圉
習
　
蓋
へ
の
農
と
8

本
実
会
の
畜
辞
職
富

辭
辭
舶
経
絡

宴
わ
っ
窪
は
富
窶
齧

彗
克
て
い
る
。
民
主
瞿
雷

盞
克
て
い
る
か
・
舎
的
に

磬
随
だ
お
宮
套
窘
葷

壹
毒
へ
の
罟
零
独
蓉

払
其
ふ
っ
し
ょ
く
孑
罍
誌
、

誉
∴
二
十
㌧

笋
広
晉
努
蠧
k
宅

等
富
農
雷
苧
慇
礬

打
ち
出
し
た
っ

砦
、
日
光
惡
鳬
相
に
つ
い

言
霊
方
針
鼻
麗
し
1
弔

齠
錆
線

よ
一
！
ノ
一
戦
争
色
壷

費
牽
臺
三
亳
テ

ム
）
へ
監
芸
へ
の
対
応

點
鱚
孵

♪
も
詈
え
る
。

対
頃
的
な
め
は
天
蕁

上
若
し
晢
J
と
。
寂
撃

富

男

堅

塁

亂

た
と
の
判
断
だ
ろ
■
轟
、
‡

丙
止
は
震
聖
止
憲
撃

た
气
屠
場
標
の
嘉
か

韵
掃
争
点
化
芥
轟
け
た
睾

日
本
共
産
党
の
綱
領
改
定
案
を
報
道
す
る
各
紙

（
産
経
新
聞
六
月
七
日
・
二
二
日
、
毎
日
新
聞
六
月
二
二
日
、
読
売
新
聞
六
月

二
二
日
）

こ
の
た
め
、
警
察
と
し
て
は
、
第
七
回
党
大
会
及

び
第
八
回
党
大
会
で
現
綱
領
が
討
議
さ
れ
採
択
さ
れ

た
際
に
主
張
さ
れ
た
　
「
敵
の
出
方
」
論
に
立
つ
同
党

の
革
命
方
針
に
変
更
が
な
い
も
の
と
み
て
、
引
き
続

き
重
大
な
関
心
を
払
っ
て
い
ま
す
。

3
勢
力
拡
大
を

模
索
す
る
全
労
連

日
本
共
産
党
の
指
導
、
援
助
に
よ
り
結
成
さ
れ
た

全
労
連
（
全
国
労
働
組
合
総
連
合
）
　
は
、
一
四
年
七

月
の
第
二
〇
回
定
期
大
会
か
ら
先
送
り
に
な
っ
て
い

た
　
「
組
織
拡
大
推
進
基
金
」
　
の
具
体
化
案
を
一
五
年

七
月
の
第
三
三
回
評
議
員
会
で
決
定
し
、
二
〇
〇
万

人
を
当
面
の
目
標
に
勢
力
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
労
連
は
、
年
金
制
度
改
正
等

の
課
題
で
、
集
会
、
デ
モ
等
の
大
衆
行
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

一
六
年
は
、
「
組
織
拡
大
推
進
基
金
」
　
に
よ
っ
て

集
約
さ
れ
た
資
金
を
基
に
、
勢
力
拡
大
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
雇
用
、
年
金
、
消
費
税
等
社
会
的
反
響

の
大
き
な
闘
争
課
題
に
つ
い
て
、
集
会
、
デ
モ
等
の

大
衆
行
動
に
取
り
組
む
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

21



ポ
ロ
ダ
眇
累
犯
．．．．・㌦

‥
J 悩
伯
山

≡
〓

m
向
が
強
諾
笥
瓱
朱
衆

22

1
多
様
な
勢
力
や
l
般
市
民
が
多
数
参
加
し

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
平
和
運
動

平
成
一
五
年
三
月
の
米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
に
対

す
る
武
力
行
使
を
め
ぐ
つ
て
は
、
大
規
模
な
集
会
、

デ
モ
、
米
国
大
使
館
へ
の
抗
議
行
動
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
市
民
団
体
主
催
の
集
会
、
デ
モ
は
、

国
際
的
な
反
戦
運
動
と
の
相
乗
効
果
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
、
新
聞
広
告
等
を
利
用
し
た
呼
び
掛
け
が
行
わ

れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
一
般
市
民
が
多
数
参
加
し
、

こ
の
過
程
で
警
察
官
に
暴
行
を
加
え
た
者
が
公
務
執

行
妨
害
罪
で
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
の
事
案
が
続
発
し
ま

九
一
蜀

場J・、鈕

二丈■∴二三‘■亠i＿▲▲
．二響∴¢ノう

イラクに対する武力行使に反対し、デモ行進する
市民団体（4月、東京）（共同）

し
た
。こ

の
ほ
か
、
有
事
関
連
三
法
案
や
イ
ラ
ク
人
道
復

興
支
援
特
別
措
置
法
案
を
め
ぐ
つ
て
は
、
大
規
模
な

抗
議
集
会
、
デ
モ
、
国
会
周
辺
で
の
抗
議
行
動
等
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

一
六
年
は
、
イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣
、
国
民
保

護
法
制
、
米
軍
支
援
法
制
等
に
関
す
る
法
案
の
国
会

審
議
を
と
ら
え
て
、
市
民
団
体
、
労
組
等
に
よ
る
反

対
運
動
が
取
り
組
ま
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

2
海
外
の
抗
議
行
動
に
連
帯
し

継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
た

反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
運
動

一
一
年
の
W
T
O
閣
僚
会
合
　
（
米
国
・
シ
ア
ト
ル
）

で
の
抗
議
行
動
以
降
、
顕
在
化
し
た
反
グ
ロ
ー
バ
リ

ズ
ム
運
動
は
、
国
内
で
も
一
三
年
一
二
月
以
降
、
反

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
る
海
外
団
体
の
関
連
組
織

が
結
成
さ
れ
る
な
ど
運
動
基
盤
の
広
が
り
が
み
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
五
年
中
は
、
こ
う
し
た
勢
力
を
中
心
に
、
六
月

の
フ
ラ
ン
ス
・
エ
ビ
ア
ン
で
の
主
要
国
首
脳
会
議
や

九
月
の
メ
キ
シ
コ
・
カ
ン
ク
ン
で
の
W
T
O
閣
僚
会

合
等
を
と
ら
え
て
、
こ
れ
ま
で
平
和
運
動
や
環
境
問

題
に
取
り
組
ん
で
き
た
既
存
団
体
等
と
の
共
闘
が
み

ら
れ
、
現
地
行
動
に
呼
応
し
た
国
内
の
抗
議
行
動
や

代
表
団
派
遣
等
、
海
外
の
抗
議
行
動
と
連
動
し
た
取

組
み
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

一
六
年
は
、
海
外
で
の
国
際
会
議
に
対
す
る
抗
議

行
動
を
め
ぐ
り
、
海
外
団
体
と
の
交
流
を
活
発
化
さ

せ
る
と
と
も
に
、
国
内
団
体
と
の
幅
広
い
共
闘
に
取

り
組
む
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

3
日
本
企
業
へ
の
攻
勢

を
強
め
る
過
激
な
動

物
権
利
運
動

過
激
な
動
物
権
利
運
動
を
展
開
し
て
い
る
S
H
A

C
（
S
｛
O
p
H
u
n
｛
i
n
g
d
O
n
A
n
i
m
a
－
C
r
u
e
－
｛
y
）
は
、

動
物
実
験
の
廃
止
を
訴
え
、
一
五
年
中
、
欧
州
、
と

り
わ
け
英
国
を
中
心
に
日
本
企
業
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

過
激
な
抗
議
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。



二
月
以
降
、
S
H
A
C
は
　
「
H
L
S
社
　
（
英
国
の

動
物
実
験
受
託
会
社
）
　
と
取
引
関
係
に
あ
る
日
本
企

業
を
攻
撃
目
標
に
す
る
」
　
と
の
声
明
を
発
表
し
て
、

攻
撃
対
象
を
関
連
企
業
や
同
企
業
幹
部
個
人
に
ま
で

拡
大
し
、
執
拗
な
嫌
が
ら
せ
や
威
迫
行
為
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
六
月
か
ら
は
　
「
日
本
企
業
に
対
す
る
世

界
的
抗
議
週
間
」
　
を
提
起
し
、
世
界
各
国
の
動
物
権

利
団
体
へ
呼
び
掛
け
を
行
う
な
ど
、
日
本
企
業
へ
の

取
組
み
を
活
発
化
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
四
月
に
は
、

英
国
の
S
H
A
C
活
動
家
数
人
が
来
日
し
、
抗
議
行

動
が
取
り
組
ま
れ
た
際
に
、
来
日
し
た
活
動
家
の
中

か
ら
、
一
三
年
に
動
物
実
験
施
設
へ
の
侵
入
及
び
窃

盗
事
件
を
敢
行
し
た
活
動
家
一
人
を
発
見
し
逮
捕
し

た
ほ
か
、
関
係
す
る
国
内
の
動
物
愛
護
団
体
等
の
家

宅
捜
索
を
行
い
ま
し
た
。

一
六
年
は
、
S
H
A
C
活
動
家
に
よ
る
日
本
企
業

に
対
す
る
抗
議
行
動
が
海
外
を
中
心
に
引
き
続
き
行

わ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

4
核
燃
料
再
処
理
工
場
ウ
ラ
ン

試
験
開
始
反
対
を
軸
に
取

り
組
ま
れ
た
反
原
発
運
動

全
国
の
反
原
発
団
体
は
、
「
も
ん
じ
ゅ
」
　
控
訴
審

の
勝
訴
等
を
「
脱
原
発
へ
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
と
ら
え
、

ま
た
、
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
が
破
綻
す
れ
ば
核
燃
料

再
処
理
工
場
は
不
要
」
　
と
し
て
、
一
五
年
六
月
に
予

定
さ
れ
て
い
た
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
核
燃
料
再
処
理

工
場
の
ウ
ラ
ン
試
験
開
始
時
期
に
合
わ
せ
て
、
都
内

で
大
規
模
集
会
及
び
デ
モ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

一
六
年
は
、
「
も
ん
じ
ゅ
」
　
の
再
稼
働
、
プ
ル
サ

ー
マ
ル
計
画
再
開
等
を
と
ら
え
て
、
脱
原
発
に
向
け

た
運
動
が
、
取
り
組
ま
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

5
住
民
に
不
安
を
与
え
た

「
パ
ナ
ウ
エ
ー
ブ
」

一
特
異
な
活
動
と
主
張
に
よ
り
住
民
の
不
安
を

郵
起

い
わ
ゆ
る
　
「
パ
ナ
ウ
エ
ー
ブ
」
　
は
、
〝
万
物
を
統

一
し
て
い
る
共
存
共
栄
の
法
則
″
と
す
る
　
「
正
法
」

を
唱
え
、
昭
和
五
二
年
こ
ろ
か
ら
活
動
を
開
始
し
て

お
り
、
平
成
六
年
こ
ろ
か
ら
は
、
〝
左
翼
勢
力
の
ス

カ
ラ
ー
波
　
（
電
磁
波
）
　
攻
撃
か
ら
身
を
守
る
た
め
″

と
し
て
、
主
に
西
日
本
の
山
間
部
を
中
心
に
車
列
を

組
ん
で
移
動
を
続
け
て
き
た
集
団
で
す
。
ま
た
、
機

関
誌
等
で
終
末
論
的
な
主
張
を
行
い
、
寄
附
や
活
動

へ
の
参
加
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
の
集
団
を
め
ぐ
つ
て
は
、
一
五
年
五
月
、
白
装

束
の
異
様
な
外
観
で
山
中
に
滞
在
す
る
な
ど
の
活
動

状
況
が
広
く
報
道
さ
れ
て
全
国
的
な
注
目
を
集
め
、

集
団
の
主
張
や
活
動
に
対
す
る
合
理
的
な
説
明
が
得

ら
れ
な

か
っ
た

こ
と
か

ら
、
国

民
の
不

安
が
高

ま
り
ま

し
た
。

「パナウエーブ研究所」（福井）

二
　
警
察
の
対
応

警
察
は
、
従
来
か
ら
、

集
団
の
活
動
に
関
す
る
必

要
な
情
報
の
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
状
況
に
応

じ
、
道
路
交
通
法
違
反
等
に
よ
る
警
告
検
挙
等
の
措

置
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一
五
年
五
月
に

は
、
通
達
を
発
出
し
、
改
め
て
情
報
収
集
の
強
化
と

違
法
行
為
へ
の
厳
正
な
対
処
を
行
う
こ
と
と
し
、
集

団
関
係
者
九
人
に
よ
る
道
路
交
通
法
違
反
　
（
五
月
、

岐
阜
）
、
同
じ
く
六
人
に
よ
る
電
磁
的
公
正
証
書
原

本
不
実
記
録
等
事
件
　
（
六
月
及
び
七
月
、
警
視
庁
）
、

さ
ら
に
、
同
じ
く
五
人
に
よ
る
暴
力
行
為
等
処
罰
二

関
ス
ル
法
律
違
反
（
集
団
的
暴
行
）
（
一
二
月
、
福
井
）

で
、
そ
れ
ぞ
れ
摘
発
し
ま
し
た
。

警
察
は
、
今
後
も
引
き
続
き
的
確
に
対
処
し
、
住

民
の
不
安
の
解
消
に
努
め
ま
す
。
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労
働
運
動
、
大
衆
運
動
へ
の
取
組
み
を
一
層
強
め
る
過
激
派

24

1
」
R
東
労
組
の
対
立
問
題
等
に
は
触
れ
ず
、

大
衆
運
動
へ
の
取
組
み
を
強
め
た
革
マ
ル
派

平
成
一
五
年
中
、
1
R
東
労
組
内
で
元
顧
問
の
組

織
運
営
に
反
発
し
て
中
央
執
行
委
員
八
人
が
一
四
年

一
一
月
に
辞
任
し
た
問
題
を
め
ぐ
り
、
辞
任
し
た
八

人
を
支
持
す
る
グ
ル
ー
プ
と
元
顧
問
を
絶
対
視
す
る

執
行
部
を
支
持
す
る
グ
ル
ー
プ
と
の
間
で
激
し
い
対

立
が
生
じ
、
J
R
東
労
組
第
一
九
回
定
期
大
会
を
始

め
と
す
る
各
種
大
会
が
紛
糾
す
る
な
ど
、
組
織
内
で

混
乱
が
拡
大
、
継
続
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
革
マ

ル
派
は
こ
の
対
立
問
題
に
は
一
切
反
応
を
示
さ
ず
、

機
関
紙
「
解
放
」
　
の
中
で
1
R
の
労
務
管
理
問
題
等

を
と
ら
え
て
経
営
陣
や
J
R
連
合
幹
部
を
批
判
す
る

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
派
は
、
警
視
庁
が
一
四
年
一
一
月
に
摘

発
し
た
　
「
J
R
東
労
組
に
お
け
る
革
マ
ル
派
活
動
家

ら
に
よ
る
組
合
脱
退
・
退
職
強
要
事
件
」
　
を
め
ぐ
り
、

J
R
総
連
、
東
労
組
が
　
「
デ
ッ
チ
上
げ
に
よ
る
組
織

破
壊
攻
撃
」
等
と
主
張
し
、
被
告
人
七
人
の
早
期
釈

放
を
求
め
、
署
名
活
動
や
ビ
ラ
配
布
、
抗
議
集
会
等

に
活
発
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
対
し
て
も
沈
黙
を
続

け
ま
し
た
　
（
一
五
年
一
〇
月
一
〇
日
保
釈
）
。

こ
う
し
た
中
、
同
派
は
、
三
月
一
六
日
、
「
革
マ

ル
派
結
成
四
〇
周
年
・
「
共
産
党
宣
言
」
一
五
五
周

年
記
念
革
共
同
政
治
集
会
」
　
を
開
催
し
、
植
田
議
長

が
、
「
わ
が
党
組
織
建
設
の
新
た
な
段
階
を
切
り
ひ革マル派非公然アジト（平成15年6月20日摘発・福岡）

ら
け
ー
・
革
マ
ル
派
結
成
四
〇
周
年
記
念
集
会
に
際
し

て
」
　
と
題
す
る
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

大
衆
運
動
を
め
ぐ
つ
て
は
、
年
初
か
ら
イ
ラ
ク
問

題
に
焦
点
を
絞
り
、
機
関
紙
で
　
「
米
英
の
イ
ラ
ク
侵

略
戦
争
阻
止
・
日
本
の
参
戦
阻
止
」
等
と
主
張
し
、

独
自
に
集
会
、
デ
モ
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
市
民
団

体
や
労
働
組
合
が
主
催
す
る
集
会
等
に
党
派
色
を
隠

し
て
積
極
的
に
参
加
し
、
市
民
、
労
働
者
の
獲
得
を

図
り
ま
し
た
。
特
に
、
米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
に
対

す
る
武
力
行
使
の
開
始
以
降
は
、
米
国
大
使
館
、
米

軍
基
地
等
に
対
す
る
抗
議
行
動
の
ほ
か
、
全
国
各
地

で
集
会
、
デ
モ
等
に
取
り
組
む
な
ど
反
戦
闘
争
の
盛

り
上
げ
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
革
マ
ル
派
系
全
学

連
は
、
「
全
学
連
ア
メ
リ
カ
現
地
闘
争
団
」
　
を
米
国

に
派
遣
し
、
現
地
の
反
戦
団
体
と
交
流
す
る
な
ど
国

際
連
帯
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

警
察
は
、
一
月
一
七
日
、
東
京
都
練
馬
区
内
に
所

在
す
る
革
マ
ル
派
非
公
然
ア
ジ
ト
　
「
貫
井
ア
ジ
ト
」

を
摘
発
し
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
等
を
押
収
し
た

ほ
か
、
四
月
二
四
日
に
も
東
京
都
中
野
区
内
に
所
在

す
る
革
マ
ル
派
非
公
然
ア
ジ
ト
　
「
弥
生
ア
ジ
ト
」
　
を

摘
発
し
、
パ
ソ
コ
ン
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
ビ



デ
オ
テ
ー
プ
等
を
押
収
し
ま
し
た
。
「
弥
生
ア
ジ
ト
」

に
は
、
活
動
家
二
人
が
在
室
し
、
う
ち
一
人
を
、
七

月
六
日
、
詐
欺
罪
及
び
有
印
私
文
書
偽
造
・
同
行
使

罪
で
逮
捕
し
ま
し
た
。

ま
た
、
六
月
二
〇
日
、
福
岡
市
城
南
区
内
に
所
在

す
る
革
マ
ル
派
非
公
然
ア
ジ
ト
「
福
岡
城
南
ア
ジ
ト
」

を
摘
発
し
、
パ
ソ
コ
ン
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、

携
帯
電
話
等
を
押
収
し
た
ほ
か
、
同
ア
ジ
ト
の
名
義

人
で
あ
る
小
学
校
教
諭
を
、
九
月
一
二
日
、
詐
欺
罪

で
逮
捕
し
ま
し
た
。
同
ア
ジ
ト
に
は
、
革
マ
ル
派
中

央
幹
部
と
み
ら
れ
る
非
公
然
活
動
家
二
人
が
在
室
し

て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
一
〇
月
三
一
日
、
沖
縄
県
沖
縄
市
内
に

所
在
す
る
革
マ
ル
派
非
公
然
ア
ジ
ト
「
沖
縄
ア
ジ
ト
」

を
摘
発
し
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
携
帯
電
話
等

を
押
収
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
九
月
八
日
、
三
〇
日
、
一
〇
月
二
四

日
、
一
一
月
二
八
日
、
一
二
月
一
八
日
及
び
二
六
日
、

東
京
都
千
代
田
区
内
で
、
早
稲
田
大
学
学
生
部
長
宅

盗
聴
事
件
等
で
指
名
手
配
中
の
革
マ
ル
派
非
公
然
活

動
家
六
人
を
そ
れ
ぞ
れ
逮
捕
し
ま
し
た
。

革
マ
ル
派
は
、
一
六
年
も
、
J
R
総
連
、
東
労
組

を
始
め
と
す
る
各
界
各
層
で
の
勢
力
の
維
持
、
拡
大

を
図
る
一
方
で
、
1
R
関
係
者
や
中
核
派
等
の
対
立

セ
ク
ト
、
警
察
等
に
対
す
る
違
法
な
調
査
活
動
を
行

う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
J
R
列
車
妨
害
事

件
や
社
会
的
反
響
の
大
き
い
特
異
事
件
を
と
ら
え
て

「
権
力
の
謀
略
」
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
む
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

2
「
反
戦
」
　
を
軸
と
し
た
大
衆

運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
労
働
運
動
へ
の

介
入
を
強
め
た
中
核
派

中
核
派
は
、
イ
ラ
ク
問
題
を
反
戦
闘
争
を
盛
り
上

げ
る
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、
一
五
年
一
月
、
米
国
・

ワ
シ
ン
ト
ン
で
行
わ
れ
た
　
「
全
米
反
戦
集
会
」
　
に
全

学
連
代
表
団
一
〇
数
人
を
派
遣
し
、
米
国
の
反
戦
団

体
等
と
の
交
流
を
深
め
た
ほ
か
、
三
月
二
〇
日
の
米

国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
の
開
始
時

に
合
わ
せ
、
活
動
家
三
人
を
イ
ラ
ク
へ
　
「
人
間
の
盾
」

と
し
て
渡
航
さ
せ
る
な
ど
、
国
際
連
帯
を
前
面
に
出

し
た
大
衆
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
全
学
連
主
体
の
党
派
色
を
隠
し
た
「
ス
ト
ッ

プ
ウ
オ
ー
ー
・
ワ
ー
ル
ド
ア
ク
シ
ョ
ン
」
実
行
委
員

会
を
結
成
し
て
、
集
会
、
デ
モ
に
取
り
組
み
、
若
者

を
中
心
に
幅
広
い
市
民
層
の
取
り
込
み
を
図
り
ま
し

た
。こ

の
ほ
か
、
組
織
拡
大
を
ね
ら
っ
て
、
「
陸
・
海
・

空
・
港
湾
労
組
二
〇
団
体
」
　
（
以
下
、
「
二
〇
労
組
」

と
い
う
。
）
　
が
主
催
す
る
　
「
有
事
法
制
反
対
集
会
」

に
も
活
動
家
多
数
　
（
四
日
間
で
延
べ
二
五
四
五
人
）

を
動
員
し
ま
し
た
。

労
働
運
動
で
は
、
一
五
年
夏
の
政
治
集
会
で
　
「
労

働
運
動
強
化
」
路
線
を
強
く
打
ち
出
し
、
特
に
、
「
青

年
労
働
者
の
組
織
化
が
必
要
」
と
の
認
識
か
ら
、
「
マ

ル
ク
ス
主
義
青
年
労
働
者
同
盟
」
　
の
再
建
を
掲
げ
る

中
、
機
関
紙
で
　
「
結
成
大
会
が
昨
年
末
か
ち
と
ら
れ

た
」
と
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
路
線
の
具
体
的
指
標

と
し
て
、
「
一
一
月
労
働
者
集
会
」
　
へ
の
五
、
〇
〇

〇
人
結
集
を
掲
げ
、
動
労
千
葉
と
交
流
の
あ
る
米
国

の
「
国
際
港
湾
倉
庫
労
働
組
合
」
（
I
L
W
U
）
や
「
韓

国
民
主
労
働
組
合
総
同
盟
」
　
（
民
主
労
総
）
　
等
を
初

め
て
招
請
し
て
国
際
連
帯
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
り
、
「
二

STOP WAR！WORLD ACTl0N　デモ（3月、東京）
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○
労
組
」
や
全
労
連
傘
下
組
合
員
等
に
対
す
る
介
入

を
強
化
す
る
な
ど
、
幅
広
い
労
働
者
層
の
取
り
込
み

を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
一
一
月
労
働
者
集

会
」
　
で
は
二
、
一
五
〇
人
を
動
員
し
ま
し
た
が
、
同

派
の
目
標
を
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
派
は
、
一
四
年
五
月
二
七
日
の
　
「
国
労

第
六
九
回
臨
時
全
国
大
会
」
開
催
を
め
ぐ
っ
て
活
動

家
一
〇
人
が
暴
力
行
為
等
処
罰
二
関
ス
ル
法
律
違
反

で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
の
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、

同
年
一
二
月
、
「
国
労
五
・
二
七
臨
大
闘
争
弾
圧
を
許

さ
な
い
会
」
　
（
以
下
、
「
許
さ
な
い
会
」
　
と
い
う
。
）

を
結
成
し
た
の
に
続
き
、
一
五
年
も
　
「
許
さ
な
い

会
・
九
州
」
　
を
始
め
全
国
各
地
で
　
「
許
さ
な
い
会
」

（
二
三
組
織
）
　
を
相
次
い
で
結
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
中
核
派
は
、
一
五
年
四
月
の
統
一
地

方
選
挙
を
　
「
前
半
期
最
大
の
政
治
闘
争
」
　
の
一
つ
と

位
置
付
け
、
東
京
都
杉
並
区
議
選
を
始
め
五
選
挙
に

中
核
派
活
動
家
ら
八
人
を
擁
立
し
、
う
ち
七
人
が
当

選
し
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月
の
東
大
阪
市
議
選
で
も

同
派
活
動
家
一
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

中
核
派
は
、
一
六
年
も
、
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣

問
題
を
重
点
課
題
に
据
え
、
党
派
色
を
隠
し
た
大
衆

運
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
　
「
労
働
運

動
強
化
」
路
線
を
党
建
設
の
重
要
な
手
段
と
位
置
付

け
、
組
織
の
拡
大
と
資
金
源
の
獲
得
を
目
的
と
し
た

活
動
を
強
化
す
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

3
対
立
を
続
け
な
が
ら

組
織
の
建
て
直
し

を
図
っ
た
革
労
協

しょう

革労協反主流派による防衛庁に向けた飛翔弾発射事件（2月、東京）

革
労
協
は
、

一
一
年
五
月
に
主
流
派
、
反
主
流
派

に
分
裂
し
て
以
降
、
双
方
が
こ
れ
ま
で
に
一
三
件
の

内
ゲ
バ
事
件
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
厳
し
い
対
立
を

続
け
て
い
ま
す
。
両
派
は
、
一
五
年
中
も
、
相
互
に

「
報
復
」
　
を
強
調
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

緊
張
関
係
を
維
持
し
な
が
ら
、
イ
ラ
ク
問
題
や
有
事

法
制
問
題
、
成
田
問
題
、
狭
山
問
題
、
障
害
者
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
組
織
の
建
て
直
し
を
図
り

ま
し
た
。

主
流
派
は
、
精
神
障
害
者
等
の
処
遇
問
題
に
積
極

的
に
介
入
し
、
過
去
に
入
院
患
者
の
処
遇
等
で
問
題

が
表
面
化
し
た
病
院
に
押
し
掛
け
て
、
患
者
と
の
面

会
や
座
り
込
み
、
ビ
ラ
配
布
、
署
名
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

ま
た
、
同
派
は
、
神
奈
川
県
内
に
所
在
す
る
大
手

ス
ー
パ
ー
で
派
遣
社
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
女
性

活
動
家
に
対
し
て
差
別
発
言
が
あ
っ
た
と
し
て
、
二

月
以
降
、
本
社
事
務
所
や
社
長
宅
等
へ
の
抗
議
行
動

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
こ
の
過
程
で
警
察
は
、
六
月

二
四
日
　
（
二
人
）
、
九
月
一
三
日
　
（
一
人
）
　
の
両
日
、

活
動
家
三
人
を
そ
れ
ぞ
れ
建
造
物
侵
入
罪
、
威
力
業

務
妨
害
罪
等
で
逮
捕
し
ま
し
た
。

反
主
流
派
は
、
イ
ラ
ク
問
題
を
め
ぐ
り
、
「
二
・
二
四

防
衛
庁
に
向
け
た
飛
翔
弾
発
射
事
件
」
、
「
三
・
一
二

米
軍
横
田
基
地
に
向
け
た
飛
翔
弾
発
射
事
件
」
及
び

「
四
・
三
米
軍
厚
木
基
地
に
向
け
た
飛
翔
弾
発
射
事

件
」
　
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
派
は
、
海

上
自
衛
隊
艦
船
の
イ
ン
ド
洋
派
遣
や
米
軍
実
弾
砲
撃

演
習
、
防
災
訓
練
等
に
対
し
て
も
、
艦
船
の
母
港
と

な
っ
て
い
る
基
地
や
演
習
場
等
の
周
辺
で
集
会
、
デ

モ
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
同
派
は
、
イ
ラ
ク
問
題
や
狭
山
問
題

を
と
ら
え
、
大
学
等
で
反
戦
ビ
デ
オ
の
上
映
会
等
に
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積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

両
派
は
、
一
六
年
も
、
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
問

題
等
の
節
目
で
自
衛
隊
施
設
、
米
軍
施
設
等
に
対
す

る
　
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
組
織
の
建
て
直
し
を
図
る
過

程
で
、
相
手
勢
力
の
切
り
崩
し
や
大
衆
運
動
で
の
主

導
権
争
い
等
に
伴
う
内
ゲ
バ
事
件
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

4
公
団
の
民
営
化
等
、
新
た
な

局
面
を
迎
え
る
成
田
闘
争

第
一
五
六
回
通
常
国
会
で
成
田
国
際
空
港
株
式
会

社
法
が
成
立
し
、
新
東
京
国
際
空
港
公
団
は
一
六
年

四
月
一
日
か
ら
特
殊
会
社
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

空
港
公
団
は
、
平
行
滑
走
路
の
完
成
を
、
民
営
化

に
向
け
た
喫
緊
の
課
題
と
し
、
用
地
取
得
の
た
め
の

諸
施
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
千
葉
県
は
、
一
五
年
二
月
、
公
団
民
営
化

後
の
騒
音
対
策
や
地
域
振
興
策
等
を
具
体
的
に
記
し

た
「
覚
書
」
を
国
及
び
空
港
公
団
と
締
結
す
る
な
ど
、

民
営
化
に
対
応
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
空
港
公
団
等
の
動
き
に
対
し
て
、
三

里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟
北
原
グ
ル
ー
プ
及
び

こ
れ
を
支
援
す
る
過
激
派
は
、
「
成
田
空
港
民
営
化

新東京国際空港暫定平行滑走路（南側から撮影）

に
と
も
な
う
攻
撃
に
対
し
、
新
た
な
激
戦
に
突
入
す

る
」
　
な
ど
と
主
張
し
、
反
発
を
強
め
て
い
ま
す
。

一
五
年
中
、
成
田
現
地
で
の
全
国
規
模
の
集
会
、

デ
モ
は
、
二
回
取
り
組
ま
れ
、
「
三
・
三
〇
全
国
総
決

起
集
会
」
　
で
は
四
五
〇
人
、
「
一
〇
・
一
二
全
国
総

決
起
集
会
」
　
で
は
五
五
〇
人
を
動
員
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
八
月
二
六
日
に
は
、
千
葉
県
八
街

市
内
所
在
の
千
葉
県
幹
部
職
員
と
同
姓
同
名
の
個
人

宅
敷
地
内
に
仕
掛
け
ら
れ
た
時
限
式
爆
発
物
が
爆
発

し
、
窓
ガ
ラ
ス
等
が
破
損
す
る
と
い
う
「
テ
ロ
、
ゲ

リ
ラ
」
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
犯
行
声
明
は
出

て
い
ま
せ
ん
が
、
遺
留
物
等
か
ら
中
核
派
が
攻
撃
対

象
を
誤
っ
て
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

一
六
年
は
、
公
団
民
営
化
や
、
平
行
滑
走
路
の
完

成
に
向
け
た
動
き
に
危
機
感
を
暮
ら
せ
た
過
激
派

が
成
田
闘
争
の
盛
り
上
げ
を
図
る
こ
と
は
必
至
で
あ

り
、
そ
の
過
程
で
、
千
葉
県
職
員
、
空
港
関
係
者
、

空
港
関
連
施
設
等
に
対
す
る
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事

件
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

5
過
激
派
対
策
の
推
進

警
察
は
、
事
件
捜
査
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
対
す
る
ロ
ー
ラ
ー
に

継
続
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
等

の
各
種
広
報
媒
体
を
活
用
し
て
広
範
な
広
報
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
対
策
を
推
進
し
た
結
果
、
一
五
年
中
、

革
マ
ル
派
非
公
然
ア
ジ
ト
四
か
所
を
摘
発
す
る
と
と

も
に
、
非
公
然
活
動
家
一
三
人
を
含
む
六
六
人
の
過

激
派
活
動
家
を
検
挙
し
ま
し
た
。

警
察
で
は
、
引
き
続
き
、
過
激
派
に
よ
る
各
種
違

法
行
為
の
取
締
り
及
び
非
公
然
ア
ジ
ト
の
摘
発
、
指

名
手
配
被
疑
者
等
非
公
然
活
動
家
の
発
見
、
検
挙
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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活
発
な
取
組
み
の
中
で
悪
質
化
す
る
右
翼

1
時
局
問
題
や
領
土
問
題
を
と
ら
え
て
活
発
な
抗
議
活
動
を
展
開

右
翼
は
、
「
反
体
制
」
、
「
反
権
力
」
　
の
姿
勢
を
強

め
、
政
治
、
外
交
、
領
土
、
歴
史
等
の
諸
問
題
を
と

ら
え
て
、
関
係
国
や
政
府
等
に
対
す
る
活
発
な
抗
議

ら

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
平
成
一
五
年
は
、
泣

致
問
題
や
核
開
発
問
題
等
の
北
朝
鮮
問
題
を
と
ら
え

て
、
北
朝
鮮
及
び
外
務
省
等
政
府
機
関
に
対
す
る
批

判
を
強
め
ま
し
た
。
ま
た
、
米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク

に
対
す
る
武
力
行
使
を
と
ら
え
て
、
米
国
に
対
す
る

批
判
、
支
持
・
激
励
等
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
活
発

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

北
朝
鮮
問
題
で
は
、
延
べ
約
二
八
九
〇
団
体
が
約

七
、
六
八
〇
人
、
街
頭
宣
伝
車
約
二
八
九
〇
台
（
一
四

年
～
延
べ
約
二
七
〇
〇
団
体
五
、
八
〇
〇
人
二
六
〇マ

ン

〇
台
）
　
を
動
員
し
、
拉
致
問
題
や
北
朝
鮮
貨
客
船
方

ギ
ョ
ン
ポ
ン

景
峰
九
二
号
の
入
港
問
題
等
を
と
ら
え
て
、
北
朝
鮮

や
政
府
等
を
批
判
し
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
に
は
、
元
右
翼
団
体
構
成
員
一
人
が
、

小
泉
政
権
の
北
朝
鮮
政
策
等
を
と
ら
え
て
、
「
自
民
党

本
部
車
両
突
入
事
件
」
　
を
、
九
月
に
は
、
右
翼
団
体

れ
ん

構
成
員
一
人
が
、
「
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
大
分
県

本
部
攻
撃
事
件
」
　
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
領
土
問
題
、
全
教
、
日
教
組
批
判
を

街頭宣伝活動を取り締まる警察官（8月、東京）

中
心
と
し
た
教
育
問
題
や
憲
法
改
正
問
題
等
を
と
ら

え
た
街
頭
宣
伝
活
動
を
活
発
に
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
右
翼
は
、
「
反
体
制
」
、
「
反
権
力
」
　
の

姿
勢
を
一
層
強
め
、
内
外
の
諸
問
題
に
敏
感
に
反
応

し
て
、
関
係
国
や
政
府
等
に
対
す
る
抗
議
活
動
を
活

発
に
展
開
す
る
も
の
と
み
ら
れ
、
そ
の
過
程
で
、
政

党
要
人
、
政
府
機
関
、
外
国
公
館
、
報
道
機
関
等
に

対
す
る
　
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

2
市
民
生
活
の
平
穏
を
害

す
る
街
頭
宣
伝
活
動

企
業
に
対
す
る
糾
弾
街
宣
は
、
一
五
年
は
、
約
二
二

〇
社
　
（
一
四
年
～
約
二
六
〇
社
）
　
を
対
象
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
中
に
は
、
病
院
周
辺
で
街
宣
が
行
わ
れ
た

も
の
な
ど
極
め
て
悪
質
な
も
の
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
〇
月
一
日
か
ら
、
東
京
、
埼
玉
、
千
葉
、

神
奈
川
の
一
都
三
県
に
お
い
て
、
基
準
を
上
回
る
粒

子
状
物
質
を
排
出
す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
運
行
を
規

制
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
右
翼
団

体
の
保
有
す
る
街
頭
宣
伝
車
に
あ
っ
て
も
、
条
例
に
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適
合
し
な
い
も
の
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
規
制
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
右
翼
の
中
に
は
、
街
頭
宣

伝
車
を
使
用
し
な
い
活
動
方
法
を
模
索
す
る
動
き
が

み
ら
れ
る
一
方
、
引
き
続
き
、
街
頭
宣
伝
車
を
使
用

し
た
街
頭
宣
伝
活
動
を
展
開
す
る
も
の
も
あ
る
と
み

ら
れ
、
今
後
、
そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

3
違
法
行
為
の
悪
質
化

右
翼
に
よ
る
違
法
行
為
の
検
挙
件
数
及
び
検
挙
人

員
は
、
一
五
年
中
、
二
六
五
五
件
二
、
〇
九
九
人
で
、

件
数
人
員
と
も
過
去
白
壁
口
同
を
記
録
し
た
一
四
年
中
の

検
挙
件
数
及
び
人
員
（
二
六
九
一
件
二
、
二
一
七
人
）

と
比
較
し
て
、
検
挙
件
数
は
、
三
六
件
減
で
、
ほ
ぼ

横
ば
い
状
況
で
し
た
が
、
検
挙
人
員
は
、
一
一
八
人

減
で
や
や
減
少
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
検
挙
事
件
を
罪
種
別
に
み
る
と
、
殺
人
、

強
盗
等
の
凶
悪
犯
や
傷
害
等
の
粗
暴
犯
の
検
挙
が

三
八
五
件
五
八
二
人
で
あ
る
ほ
か
、
覚
せ
い
剤
等
の

薬
物
犯
罪
の
検
挙
も
一
一
六
件
一
一
六
人
に
上
り
ま

し
た
。4

違
法
行
為
の
徹
底
検
挙

一
　
テ
ロ
等
重
大
事
件
の
未
然
防
圧

一
五
年
中
は
、
「
自
民
党
本
部
車
両
突
入
事
件
」
（
八

月
、
東
京
）
等
二
件
の
　
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
事
件
が

発
生
し
、
右
翼
団
体
構
成
員
等
二
人
を
逮
捕
し
ま
し

た
。ま

た
、
警
察
は
、
右
翼
に
よ
る
テ
ロ
等
垂
大
事
件

を
未
然
防
圧
す
る
た
め
、
け
ん
銃
等
の
銃
器
摘
発
に

当
た
る
と
と
も
に
、
資
金
源
犯
罪
の
検
挙
を
推
進
し

ま
し
た
。

二
　
右
翼
に
よ
る
違
法
行
為
の
取
締
り

市
民
の
平
穏
な
生
活
に
支
障
を
与
え
る
よ
う
な
悪

質
な
街
頭
宣
伝
活
動
に
対
し
て
は
、
暴
騒
音
規
制
条

例
違
反
等
で
三
件
五
人
を
検
挙
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
内
容
や
形
態
を
と
ら
え
、
暴
力
行
為
等
処
罰
二
関

ス
ル
法
律
違
反
等
に
よ
り
、
九
三
件
一
五
四
人
（
前
年

同
比
四
二
件
五
九
人
減
）
　
を
検
挙
し
ま
し
た
。

警
察
は
、
今
後
と
も
各
種
法
令
を
駆
使
し
て
、
テ

ロ
等
垂
大
事
件
の
未
然
防
圧
に
努
め
る
と
と
も
に
、

各
種
違
法
行
為
に
対
す
る
取
締
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
小
冊
∵
】

右
翼
団
体
幹
部
ら
が
、
無
登
録
で
法
定
利
息
を
超

え
る
高
金
利
に
よ
り
貸
金
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、
一
四
年
一
一
月
、
同
幹
部
ら
三
人
を
貸
金
業
等

の
規
制
に
関
す
る
法
律
違
反
等
で
逮
捕
す
る
と
と
も

に
、
不
法
収
益
三
億
円
余
に
つ
い
て
課
税
措
置
通
報

を
実
施
し
、
実
効
あ
る
課
税
徴
収
に
至
っ
た
　
（
六
月
、

神
奈
川
）
。

【
事
例
二
】

北
朝
鮮
関
連
施
設
・
政
界
要
人
等
に
対
す
る
　
「
建

国
義
勇
軍
事
件
」
　
で
は
、
「
刀
剣
友
の
会
　
（
日
本
人

の
会
）
」
会
長
ら
一
七
人
を
検
挙
（
う
ち
一
五
人
を

逮
捕
）
し
て
事
案
の
全
容
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
け

ん
銃
等
一
〇
丁
を
押
収
し
ま
し
た
　
（
一
二
月
～
一
六

年
二
月
、
警
視
庁
、
北
海
道
、
山
形
、
神
奈
川
、
新
潟
、

福
井
、
岐
阜
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
、
岡
山
、
広
島
、

福
岡
）
。
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厳
し
い
情
勢
の
中
で
の
警
衛
・
警
護
・
警
備

30

一
第
五
回
ア
ジ
ア
冬
季
競
技
大
会
に
伴
う
警
備

第
五
回
ア
ジ
ア
冬
季
競
技
大
会
青
森
二
〇
〇
三

は
、
二
月
一
日
か
ら
八
日
間
、
青
森
県
内
六
市
町
の

ら

各
会
場
に
お
い
て
、
泣
致
問
題
で
揺
れ
る
北
朝
鮮
選

手
団
を
始
め
、
大
会
史
上
最
多
の
二
九
か
国
、
地
域

か
ら
選
手
、
役
員
が
参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。本

警
備
に
伴
い
、
警
察
庁
で
は
、
警
備
連
絡
室
を

設
置
し
て
警
衛
警
護
警
備
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

ノ
・
ム
ヒ
ヨ
ン

二
　
慮
武
鉉
韓
国
大
統
領
来
日
に
伴
う
警
護
警
備

盧
武
鉉
韓
国
大
統
領
は
、
「
国
賓
」
　
と
し
て
六
月

六
日
来
日
し
、
日
韓
首
脳
会
談
等
の
日
程
を
滞
り
な

く
終
え
、
同
月
九
日
離
日
し
ま
し
た
。

同
大
統
領
来
日
に
際
し
て
、
過
激
派
は
、
延
べ
約

七
〇
人
が
反
対
の
ビ
ラ
配
布
等
に
取
り
組
ん
だ
ほ

か
、
右
翼
は
、
延
べ
約
五
〇
団
体
、
約
一
七
〇
人
、

約
六
〇
台
で
、
批
判
街
宣
等
を
展
開
し
ま
し
た
。

本
警
備
に
伴
い
、
警
察
庁
で
は
、
警
備
対
策
室
を

設
置
し
、
警
視
庁
に
お
い
て
は
最
大
時
約
九
、
〇
〇

〇
人
体
制
で
警
護
警
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

三
　
ブ
レ
ア
英
国
首
相
来
日
に
伴
う
警
護
警
備

ブ
レ
ア
英
国
首
相
は
、
七
月
一
八
日
来
日
し
、
日

英
首
脳
会
談
等
の
日
程
を
滞
り
な
く
終
え
、
同
月
二

〇
日
離
日
し
ま
し
た
。

同
首
相
来
日
に
際
し
て
、
右
翼
の
一
部
団
体
や
、

過
激
派
約
三
〇
人
が
抗
議
行
動
等
に
取
り
組
み
ま
し

た
。本

警
備
に
伴
い
、
警
察
庁
で
は
、
警
護
警
備
連
絡

室
を
設
置
し
、
関
係
警
察
に
お
い
て
も
警
護
連
絡
室

等
を
設
置
し
て
警
護
警
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

廬武鉉韓国大統領来日に伴う警護警備（6月、東京）

マ
ン
ギ
ョ
ン
ボ
ン

四
　
北
朝
鮮
貨
客
船
「
万
景
峰
九
二
号
」
　
入
港
に

伴
う
警
備

北
朝
鮮
貨
客
船
方
景
峰
九
二
号
は
、
入
港
阻
止
の

気
運
が
高
ま
る
中
、
八
月
二
五
日
、
約
七
か
月
ぶ
り

に
新
潟
西
港
に
入
港
し
、
運
航
を
再
開
し
ま
し
た
。

同
船
入
港
を
め
ぐ
つ
て
は
、
埠
頭
に
お
い
て
抗
議

行
動
、
歓
迎
行
動
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
入
出
港
時
の

混
乱
が
予
想
さ
れ
る
中
で
の
警
備
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
右
翼
団
体
は
、
新
潟
市
内
に
お
い
て
大
規

模
な
街
宣
活
動
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
新
潟
県
警
察
で
は
、
県
・
港
湾
事
務

所
等
関
係
機
関
と
の
連
携
の
下
、
必
要
な
警
備
諸
対

策
を
推
進
し
ま
し
た
。

五
　
呉
邦
国
中
国
全
人
代
委
員
長
来
日
に
伴
う
警
護

警
備

呉
邦
国
中
国
全
人
代
委
員
長
は
、
九
月
四
日
来
日

し
、
日
中
首
脳
会
談
等
の
日
程
を
滞
り
な
く
終
え
、

同
月
一
〇
日
離
日
し
ま
し
た
。

同
委
員
長
来
日
に
際
し
て
、
右
翼
は
、
延
べ
約
四

〇
団
体
、
約
一
〇
〇
人
、
約
二
五
台
で
批
判
街
宣
等

を
展
開
し
ま
し
た
。
警
察
は
、
こ
の
過
程
で
、
道
路

交
通
法
違
反
で
二
人
を
検
挙
し
ま
し
た
。

本
警
備
に
伴
い
、
警
察
庁
で
は
、
警
護
警
備
連
絡



室
を
設
置
し
、
関
係
警
察
に
お
い
て
も
総
合
警
備
本

部
等
を
設
置
し
て
警
護
警
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

六
　
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
来
日
に
伴
う
警
護
警
備

ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
は
、
一
〇
月
一
七
日
来
日

し
、
日
米
首
脳
会
談
等
の
日
程
を
滞
り
な
く
終
え
、

同
月
一
八
日
離
日
し
ま
し
た
。

同
大
統
領
来
日
に
際
し
て
、
過
激
派
は
、
延
べ
約

七
〇
〇
人
が
反
対
の
集
会
、
デ
モ
等
に
取
り
組
ん
だ

ほ
か
、
右
翼
は
、
延
べ
約
三
〇
団
体
、
約
九
〇
人
、

約
二
〇
台
で
街
宣
活
動
等
を
展
開
し
ま
し
た
。

本
警
備
に
伴
い
、
警
察
庁
で
は
、
警
備
対
策
室
を

設
置
し
、
警
視
庁
に
お
い
て
は
最
大
時
約
九
、
〇
〇

〇
人
体
制
で
警
護
警
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

ブッシュ米国大統領来日に伴う警護警備（10月、東京）（共同）

七
　
情
勢
に
応
じ
た
的
確
な
警
衛
・
警
護
の
実
施

〓
）
　
警
衛

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
第
五
四
回
全
国
植
樹
祭
（
五

月
、
千
葉
県
）
、
第
二
三
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
　
（
一
〇
月
、
島
根
県
）
、
第
五
八
回
国
民
体
育

大
会
秋
季
大
会
　
（
一
〇
月
、
静
岡
県
）
　
へ
の
御
臨
席

を
始
め
、
地
方
事
情
御
視
察
等
の
た
め
、
新
潟
県
（
六

月
）
、
北
海
道
　
（
七
月
）
　
及
び
鹿
児
島
県
（
一
一
月
）

へ
行
幸
啓
に
な
り
ま
し
た
。

皇
太
子
同
妃
両
殿
下
は
、
第
五
回
ア
ジ
ア
冬
季
競

技
大
会
　
（
二
月
、
青
森
県
）
　
を
始
め
、
各
種
の
行
事
・

式
典
へ
の
御
臨
席
の
た
め
行
啓
に
な
り
ま
し
た
。

海
外
へ
は
、
各
皇
族
方
が
計
一
〇
回
御
訪
問
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
過
激
派
等
は
、
御
臨
席
さ
れ
る
行

事
・
式
典
に
反
対
す
る
集
会
、
デ
モ
や
ビ
ラ
配
布
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
警
察
は
、
皇
室
と
国

民
と
の
間
の
親
和
に
配
意
し
た
警
衛
警
備
を
実
施

し
、
御
身
辺
の
安
全
確
保
と
歓
送
迎
者
の
雑
踏
事
故

防
止
を
図
り
ま
し
た
。

（
二
）
　
警
護

小
泉
首
相
は
、
米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
に
対
す
る

武
力
行
使
に
伴
い
テ
ロ
の
危
険
性
が
高
ま
る
と
い
う

厳
し
い
警
護
情
勢
の
中
、
米
国
等
関
係
国
を
相
次
い

で
訪
問
し
、
首
脳
会
談
を
行
い
ま
し
た
。

天皇皇后両陛下の「奄美群島日本復帰50周年記念式典」御臨席に伴う警衛警備
（11月、鹿児島）

ま
た
、
右
翼
が
、

政
府
、
自
民
党
や
関
係
国
機
関

等
に
対
す
る
活
発
な
抗
議
活
動
を
行
う
中
、
四
月
に

は
第
一
五
回
統
一
地
方
選
挙
、
一
一
月
に
は
第
四
三

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
施
行
さ
れ
、
国
内
要
人
の

往
来
が
活
発
に
行
わ
れ
た
ほ
か
、
多
数
の
外
国
要
人

も
来
日
し
ま
し
た
。

警
察
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
情
勢
の
中
、
爆
発
物
、

銃
器
等
に
加
え
て
生
物
化
学
テ
ロ
へ
の
対
応
を
念
頭

に
置
い
た
警
護
警
備
諸
対
策
を
推
進
し
、
国
内
外
要

人
の
身
辺
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
た
。
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習
熈
発
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岩
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害

活
動

32

平
成
一
五
年
中
の
台
風
、
大
雨
、
強
風
、
高
潮
、

地
震
、
津
波
に
よ
る
被
害
は
、
死
者
五
〇
人
、
行
方

不
明
者
四
人
、
負
傷
者
二
九
四
八
人
、
住
家
全
半

壊
五
、
四
一
六
戸
、
床
上
浸
水
六
、
〇
一
七
戸
、
床

下
浸
水
一
万
二
、
九
一
四
戸
等
で
し
た
。

1
　
震
災

一
宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震

五
月
二
六
日
、
宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が

発
生
し
、
負
傷
者
一
六
九
人
、
住
家
全
半
壊
九
戸
等

の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

警
察
庁
、
東
北
・
関
東
の
各
管
区
警
察
局
及
び
関

係
二
道
県
警
察
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
警
備
本
部

等
を
設
置
し
、
関
連
情
報
の
収
集
、
被
災
者
の
避
難

誘
導
、
救
出
救
助
、
交
通
規
制
等
の
災
害
警
備
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

二
　
宮
城
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

七
月
二
六
日
、
宮
城
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震

が
発
生
し
、
負
傷
者
六
七
七
人
、
住
家
全
半
壊
五
、

〇
一
六
戸
等
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

警
察
庁
、
東
北
・
関
東
の
各
管
区
警
察
局
及
び
関

係
一
五
県
警
察
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
警
備
本
部
等

を
設
置
し
、
関
連
情
報
の
収
集
、
被
災
者
の
避
難
誘

導
、
救
出
救
助
、
交
通
規
制
等
の
災
害
警
備
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

三
　
平
成
一
五
年
　
（
二
〇
〇
三
年
）
　
十
勝
沖
地
震

九
月
二
六
日
、
十
勝
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発

生
し
、
行
方
不
明
者
二
人
、
負
傷
者
八
四
三
人
、
住

家
全
半
壊
一
三
九
戸
等
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

警
察
庁
、
東
北
管
区
警
察
局
及
び
関
係
七
道
県
警

察
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
警
備
本
部
等
を
設
置
し
、

関
連
情
報
の
収
集
、
被
災
者
の
避
難
誘
導
、
救
出
救

助
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
、
交
通
規
制
等
の
災
害
警

備
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

豪雨災害における熊本県、福岡県広域緊急援助隊の活動状
況（7月、熊本）

2
風
水
害

一
梅
雨
前
線
豪
雨

七
月
一
九
日
か
ら
二
〇
日
に
か
け
て
九
州
地
方
を

中
心
と
し
た
局
地
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
一
一
県
で
死

者
二
三
人
、
負
傷
者
二
三
人
、
住
家
全
半
壊
六
四
戸
、

流
失
二
戸
等
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

警
察
庁
、
中
国
・
九
州
の
各
管
区
警
察
局
及
び
関

係
一
一
県
警
察
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
警
備
本
部
等

を
設
置
し
、
関
連
情
報
の
収
集
、
被
災
者
の
避
難
誘

導
、
救
出
救
助
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
の
災
害
警

備
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

二
　
台
風
第
一
〇
号

八
月
八
日
か
ら
一
〇
日
に
か
け
て
本
邦
に
上
陸
し

た
台
風
第
一
〇
号
に
よ
り
、
全
国
三
九
都
道
府
県
で

死
者
一
七
人
、
行
方
不
明
者
二
人
、
負
傷
者
九
四
人
、

住
家
全
半
壊
五
五
戸
等
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

警
察
庁
、
全
管
区
警
察
局
及
び
関
係
四
五
都
道
府

県
警
察
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
警
備
本
部
等
を
設
置

し
、
関
連
情
報
の
収
集
、
被
災
者
の
避
難
誘
導
、
救

出
救
助
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
の
災
害
警
備
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。



機
動
隊
の
活
動
概
要

一
主
要
治
安
警
備
活
動

米
国
等
に
よ
る
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使
に
伴

う
米
国
関
連
施
設
、
政
府
関
連
施
設
、
原
子
力
関
連

施
設
等
の
重
要
施
設
の
警
戒
を
始
め
、
全
教
・
日
教

組
の
　
「
教
育
研
究
全
国
集
会
」
開
催
に
伴
う
右
翼
車

マ
ン
ギ
ョ
ン

両
規
制
・
暴
騒
音
取
締
り
、
北
朝
鮮
貨
客
船
方
景

ポ
ン峰

九
二
号
入
港
に
伴
う
各
種
警
戒
警
備
、
成
田
空
港

の
　
「
空
港
反
対
全
国
総
決
起
集
会
」
等
に
伴
う
過
激

派
に
よ
る
　
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
及
び
集
会
・
デ
モ
対

策
、
情
報
収
集
衛
星
打
ち
上
げ
に
伴
う
警
戒
警
備
等

の
治
安
警
備
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。

二
　
主
要
警
衛
警
備
活
動

「
第
五
四
回
全
国
植
樹
祭
　
（
千
葉
県
）
」
、
「
第
二
三

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
　
（
島
根
県
）
」
、
「
第

五
八
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
　
（
静
岡
県
）
」
、
「
奄

美
群
島
日
本
復
帰
五
〇
周
年
記
念
式
典
　
（
鹿
児
島

県
）
」
等
に
伴
う
警
衛
警
備
に
お
い
て
、
沿
道
警
戒
、

行
幸
啓
先
・
お
泊
ま
り
所
警
戒
等
に
従
事
し
ま
し
た
。

三
　
主
要
警
護
警
備
活
動

ノ

・

ム

ヒ

ョ

ン

外
国
要
人
の
来
日
　
（
盧
武
鉉
韓
国
大
統
領
、
ブ
レ

ア
英
国
首
相
、
呉
邦
国
中
国
全
人
代
委
員
長
、
ブ
ッ

シ
ュ
米
国
大
統
領
）
及
び
国
際
会
議
（
第
三
回
日
本
・

太
平
洋
諸
島
フ
ォ
ー
ラ
ム
首
脳
会
議
）
　
に
伴
う
警
護

警
備
に
お
い
て
、
右
翼
及
び
過
激
派
等
に
よ
る
違
法

行
為
の
未
然
防
止
の
た
め
、
各
種
警
戒
活
動
に
従
事

し
ま
し
た
。

四
　
多
角
的
活
動

〓
）
　
「
初
日
の
出
暴
走
」
　
対
策

大
晦
日
か
ら
正
月
に
か
け
て
の
暴
走
族
に
よ
る

「
初
日
の
出
暴
走
」
　
に
対
処
す
る
た
め
、
機
動
隊
、

管
区
機
動
隊
を
全
国
的
に
運
用
し
ま
し
た
。
特
に
、

山
梨
県
下
に
お
け
る
「
初
日
の
出
暴
走
」
対
策
に
は
、

関
東
管
区
機
動
隊
を
特
別
派
遣
し
て
暴
走
族
の
封
圧

対
策
に
当
た
り
ま
し
た
。

（
二
）
　
全
国
警
察
に
お
け
る
機
動
隊
の
多
角
的
活
動

事
例

警
視
庁
で
は
、
機
動
隊
内
に
　
「
車
両
（
四
輪
・
二

輪
）
　
に
よ
る
よ
う
撃
捜
査
、
遊
撃
警
戒
」
、
「
白
バ
イ

に
よ
る
交
通
指
導
取
締
り
」
を
行
う
部
隊
を
編
成
し

て
犯
罪
や
交
通
事
故
多
発
地
域
に
派
遣
し
、
ひ
っ
た

く
り
等
各
種
犯
罪
の
予
防
検
挙
活
動
及
び
重
大
交
通

事
故
防
止
対
策
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
府
警
察
を
始
め
全
国
警
察
に
お
い
て

も
、
機
動
隊
を
犯
罪
や
交
通
事
故
の
多
発
地
域
、
繁

デモ警備に従事する機動隊

華
街
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
地
区
等
に
派
遣
し
て
、
少
年
補

導
、
不
法
外
国
人
の
摘
発
、
暴
力
団
対
策
、
街
頭
犯

罪
の
抑
止
・
検
挙
活
動
の
ほ
か
、
暴
走
族
や
悪
質
交

通
違
反
の
取
締
り
活
動
等
を
行
っ
て
お
り
、
相
当
の

成
果
を
収
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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